
→←爽快に復興後押し

仙台市 内の清涼飲料水 メ

ーカー、トレボ ン食品の「が

んばろ う日本 !」 サイダー

の売れ行きが好調だ。鶴戸

→←

満昭社長 (57)が「再生への
願いを込めて作 りま した」

とい う爽やか飲料 は、 4月
か らの 3か月で約 10万本が
売れ た。 1本あた り 10円が
義援金 に充て られる。(康 )

http:〃blogs.yomiuri co.jp/shashun/
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災
や
福
島
第

一
原
発
事
故

へ
の

国

の
対
応

に
批
判
が
相
次
い

だ
。山

田
啓
二

・
全
国
知
事
会
長

（
京
都
府
知
事
）
は

「
国
政
の

停
滞
は
行
政
に
大
き
な
遅
れ
を

府
は
現
地
、
‘
現
場
か
ら
の
声
を

踏
ま
え
、
こ
の
国
の
あ
り
方
を

た
だ
す
べ
き
だ
」
と
あ
い
さ
つ
。

主
催
県
の
佐
竹
改
久

。
秋
田

県
知
事
も

「
政
府
に
は
被
災
者

が
国
民
と
い
う
意
識
が
薄
い
の

・

Ｈ
　

　

Ｌ

Ｆ
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Ｆ
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Ｆ
ア

け

Ь７

ア

レ

Ｉ
Ｌ

　

‐
〓
コ

■
■

伊

一
レ
　

一

被災地から

で
は
な
い
か
。
と
に
か
く
様
々

な
取
り
組
み
が
遅
い
。
現
場
感

覚
が
な
い
、
臨
場
感
が
な
い
の

な
い
な
い
尽
く
し
だ
」
と
語

っ

た
。会

議
で
は

「
福
島
第

一
原
発

事
故
の
早
期
収
束
と
安
全
対
策

の
確
立
を
実
現
す

べ
き
呼
な
ど

三
つ
の
テ
ー
マ

・
１８
の
提
言
案

が
論
議
さ
れ
た
。

福
島
県

の
佐
藤
雄
平
知
事

は
、
原
発
事
故
に
関
す
る
損
害

賠
償
に
つ
い
て

「
範
囲
が
べ
ら

ば
う
に
広
く
、
何
年
か
か
る
か

わ
か
ら
な
い
」
と
し
て
、
国
に

立
法
化
を
要
請
す
る
こ
と
を
提
′

言

に
盛
り
込
む
よ
う
求
め
た
。

塩
釜
の
仮
設
住
宅

７９
歳
男
性
孤
独
死

宮
城
県
塩
釜
市
の
仮
設
住
宅

で
６
月
２９
日
、
独
り
暮
ら
し
の

男
性
（
７９
）
が
ヽ
誰
に
も
み
と
ら

れ
ず
に
亡
く
な

っ
て
い
た
こ
と

が
‐２
日
、
県
警
塩
釜
署

へ
の
取

材
で
わ
か

っ
た
。

同
署
に
よ
る
と
、
男
性
と
連

絡
が
取
れ
な
い
こ
と
を
心
配
し

た
家
族
が
６
月
２９
日
夕
、
仮
設

住
宅
を
訪
間
。
玄
関
が
施
錠
さ

れ
て
い
た
た
め
、
仮
設
住
宅
の

管
理
者
と

一
緒
に
カ
ギ
を
開
け

て
中
に
入
り
、
部
屋
で
倒
れ
て

い
る
男
性
を
発
見
し
た
。
男
性

は
既
に
亡
く
な

っ
て
い
た
。
外

傷
は
な
く
、
同
署
は
病
死
と
み

て
い
る
。

男
性
は
同
市
内
の
自
宅
が
津

波
で
浸
水
し
、
仮
設
住
宅
で
暮

ら
し
て
い
た
。

全国180店舗

―
 
―
 
―

● お葬式を家族のものに。
_も _●′家族葬のフアミーユ

簗
群議
遺
族
「短
期
の
過
重
業
務
原
因
」

東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
事

故
の
収
束
作
業
中
、
心
筋
梗
塞

で
死
亡
し
た
男
性
作
業
員
の
遺

族
が

「
短
期
間
の
過
重
業
務
が

原
因
」
と
し
て
１３
日
に
労
災
を

申
請
す
る
。
代
理
人
の
弁
護
士

が
‐２
日
、
明
ら
か
に
し
た
。

大
橋
昭
夫
弁
護
士

（
静
岡
県

弁
護
士
会
所
属
）
に
よ
る
と
、

こ
の
作
業
員
は
東
芝
の
協
力
企

業
か
ら
派
遣
さ
れ
、
５
月
１４
日

に
死
亡
し
た
静
岡
県
御
前
崎
市

池
新
田
、
配
管
工
大
角
信
勝
さ

ん

（
当
時
６０
歳
）
。
東
芝
の
労

災
保
険
窓
口
と
な

っ
て
い
る
横

浜
南
労
働
基
準
監
督
署

（
横
浜

市
）
に
労
災
申
請
す
る
。

東
芝
に
よ
る
と
、
大
角
さ
ん

は
同
社
の
４
次
下
請
け
に
あ
た

る
建
設
会
社

の
臨
時

工
と

し

て
、
５
月
１３
日
か
ら
集
中
廃
棄

物
処
理
施
設
の
配
管
工
事
な
ど

を
担
当
。
１４
日
午
前
６
時
５０
分

ひ
ろ
に
体
調
不
良
を
訴
え
、
病

院
に
運
ば
れ
た
が
、
同
９
時
半

過
ぎ
、
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。

東
電
や
東
芝
か
ら
遺
族
に
見

舞
金
な
ど
は
支
払
わ
れ
て
い
な

い
と
い
う
。
東
電
広
報
部
は
「
業

務
と

の
関
連
性

て
い
る
が
、
斗

ば
、
真
摯
に
対

東
芝
広
報

室
＝

因
果
関
係
は
末

ど
う
か

の
判
断

と
し

て
い
る
。

福
島
県
本
宮
一

市
場
で
１２
日
、
一

競
り
が
開
か
れ
一

は
、
子
牛
３
１
（

１
２
０
頭
が
競
泳

れ
、
県
産
牛
―
一

平
均
価
格
は
、
い

７
円
と
、
前
月
・．

円
、
前
年
同
月
・．

円
低
く
な
る
大
一

っ
て
お
り
、
こ
（

な
る
下
落
も
予
争

県
の
出

荷
自
前

け
、
南
相
馬
市
予

競 り価格も大幅下落 福島。本宮
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東
芝
広
報
室
は
業
務
と

心
筋
梗
塞
の
因
果
関
係
に

つ
い
て

「現
時
点
で
は

っ

き
り
し
て
い
な
い
」
と
否

定
。
男
性
が
勤
務
す
る
建

設
会
社
か
ら
事
前
に
健
康

診
断
書
の
提
出
を
受
け
て

お
り
、
作
業
に
問
題
が
な

い
と
す
る
医
師
の
サ
イ
ン

が
添
え
ら
れ
て
い
た
と
い

う
。
労
災
申
請
が
さ
れ
た

場
合
は

「書
類
提
出
や
遺

族

へ
の
説
明
に
で
き
る
だ

け
協
力
す
る
」
と
話
し

た
。一

方
、
東
電
広
報
部
は

「温
度
や
湿
度
、
勤
務
時

間
な
ど
の
状
況
か
ら
特
段

に
厳
し
い
作
業
環
境
だ

っ

た
と
は
い
え
ず
、
死
亡
と

の
関
係
は
高
く
な
い
」
と

の
認
識
を
示
し
た
。

東
京
電
力
福
島
第

一
原

発
事
故
の
収
束
現
場
で
作

業
中

に
体
調
不
良
を
訴

え
、
心
筋
梗
塞
で
死
亡
し

た
御
前
崎
市
の
男
性
作
業

員
＝
当
時
会
ｅ
＝
の
遺
族

が
、
十
二
日
に
も
労
災
認

定
を
申
請
す
る
こ
と
が
分

か

っ
た
。
代
理
人
の
大
橋

昭
夫
弁
護
士
は

「男
性
の

死
亡
は
、
敷
地
内
の
救
命

態
勢
不
備
と
と
も
に
、
短

期
の
過
重
業
務
が
原
因
」

と
し
て
い
る
。
　

　

　

、

代
理
人
や
東
電
の
当
時

の
説
明
で
は
、
男
性
は
、

収
束
作
業
を
請
け
負

っ
た

東
芝
の
四
次
下
請
け
に
当

た
る
御
前
崎
市
内
の
建
設

会
社
か
ら
派
遣
さ
れ
た
。

五
月
十
三
日
か
ら
、
集
中

廃
棄
物
処
理
施
設
で
作
業

に
従
事
。
十
四
日
午
前
六

時
五
十
分
ご
ろ
、
電
動
の

こ
ぎ
り
を
運
ぶ
途
中
、
体

調
不
良
を
訴
え
、
同
九
時

半
ご
ろ
に
死
亡
が
確
認
さ

れ
た
。

代
理
人
は

「過
酷
な
現

場
で
身
体
的
、
精
神
的
に

そ
れ
ぞ
れ
の
高
校
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
用
す
る

「相
双
連
合
」
の
ナ
イ
ン
＝
６
日
、
福
島
市
内
で
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日 船 3

13日 に開幕

区域や緊急時

合」が出場す |

し一時は各校

―ムは、思 い

脚
譜
過
重
業
務
理
由
に 夏の

特例

負
荷
が
か
か
る
労
働
環
境

に
置
か
れ
て
い
た
」
と
指

摘
。
作
業
時
間
は
午
前
六

時
か
ら
三
時
間
だ

っ
た

が
、
防
護
服

の
着
用
な

ど

で
未
明
か
ら
準
備

に

当
た

っ
て
い
た
と
し

て

い
る
。

労
災
申
請
は
、
東
芝
の

労
災
保
険
窓
日
と
な

っ
て

に
、
福
島
の
相
双
、
頑
張

っ
て
い
電

な
と
皆
さ
ま
に
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
ま
ず
は
勝
ち
た
い
」
。
初
戦

は
十
四
日
。
喜
多
方
高
と
対
戦
す

る
。

い
る
横
浜
南
労
働
基
準
監

督
署
に
提
出
す
る
。
さ
ら

に
、
労
働
者
の
安
全
義
務

を
怠

っ
た
と
し
て
、
東
電

と
東
芝
に
損
害
賠
償
を
求

め
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

る
。男

性
は
、
中
部
電
力
浜

岡
原
発
や
中
国
電
力
島
根

原
発
な
ど
で
作
業
に
従
事

し
た
経
験
が
あ

っ
た
。

ん

＝

フ

シ

ジ

イ

・
フ

ジ

タ

ー

シ

う

ど

メ

Ｊ

イ

ン
サ

Ｆ

ヽ

九
電
や
ら
せ
佐
賀
支
社
も

賛
成
意
見
投
稿
１００
件
規
模

九
州
電
力
の
や
ら
せ
メ

ー
ル
問
題
で
、
同
社
の
佐

黎確Ⅵ支（醐離理は鞘呼一朧‰嚇ぽ駕Υ慮翔醐鵬 け
て
い
た
ヤ

分
か

っ
た
。

分
か

っ
た
の

組
ヘ

み
ら
れ
、

数
三
百
八

な
る
。

六
月
二
十
六

段
上
守
一

死
刑
が

ぎ
る
裁
判
員
の
姿
が

ん
だ
。
厳
し
い

負
担
の
重
さ
を
物
語

っ

と
思
う
。

「判
決
は
正
し
か

っ

か
」
。
悩
む
経
験
者
が

も
し
れ
な
い
。

い

い
じ
ゃ

蕩
えい

の

遊
れ

く

ちヽ ぞ遣
1`意

兵
し

く又
こ

⊆
一
０

一

つ
ゅ

⊃

こ

ヽ
ち
林

７
イ
ス

，★
υ
Ｏ

ッ

Ｌ
ド

い

卜
に
〔

件
った
０
っ

φ
き
ま

し
ざ

つ

全
ｏ
い
こ

は

，
こ

挙

|)

冷

＼`

」J′

野
球
や
ソ
フ
ト
通
ｒ
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福島第 1原
福
島
第
１
原
発
の
集
中
廃

棄
物
処
理
施
設
で
５
月
、
作

業
中
に
心
筋
梗
塞
で
死
亡
し

た
男
性
作
業
員
の
遺
族
が
、

「
医
療
体
制
が
整

っ
て
お
ら

ず
、
適
切
な
治
療
を
受
け
ら

れ
な
か

っ
た
」
な
ど
と
し
て
、

元
請
け
企
業
の
東
芝
（東
京
）

が
労
災
保
険
窓
口
に
指
定
し

て
い
る
横
浜
南
労
基
署
に
労

災
申
請
す
る
こ
と
が
１２
日
、

う
か
っ
た
。

代
理
人
の
大
橋
昭
夫
弁
護

士
に
よ
る
と
、
労
災
申
請
す

る
の
は
、
同
原
発
で
作
業
中

に
心
筋
梗
塞
で
死
亡
し
た
御

前
崎
市
池
新
田
の
配
管
工
大

角
信
勝
さ
ん
＝
当
時
（
６０
）
＝

の
妻
で
タ
イ
国
籍
の
カ
ニ
カ

さ
ん
（
５３
）
ｏ
・３
日
に
手
続
き

を
取
る
。

大
角
さ
ん
は
５
月
１３
日
か

ら
同
原
発
で
配
管
工
事
な
ど

に
従
事
し
、
１４
日
午
前
７
時

ご
ろ
、
体
調
不
良
を
訴
え
た
ゎ

敷
地
内
の
医
務
室
に
運
ば
れ

た
が
医
者
が
お
ら
ず
、
約
２０

諄
離
れ
た
作
業
中
継
地
点
の

Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に
あ
る
メ
デ

ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に
も
心
電

図
な

・
ど
つ
医
療
段
備
が
な
か

っ
た

・
た
め
、」
さ
ら
に
約
２５
ぎ

離
れ
た
病
院

へ
約
２
時
間
半

後
に
搬
送
さ
れ
た
が
、
死
亡

が
確
認
さ
れ
た
。

「引
き
合
い
が
あ
る
の
は

去
年
の
お
茶
ば
か
り
。
新
規

の
注
文
は
ぱ

っ
た
り
止
ま

っ

た
」
。
日
本
茶
輸
出
組
合

（静

岡
市
）
の
谷
本
宏
太
郎
副
理

事
長
は
海
外
の
シ
ビ
ア
な
反

応
に
た
め
息
を
漏
ら
す
。

財
務
省
貿
易
統
計
に
よ
る

と
、
５
月
の
緑
茶
輸
出
量
は

前
年
同
月
比
３６

・
０
％
増
の

２
■
７

ン
ト
。
多
く
の
農
産
初

が
風
評
被
害
な
ど
で
需
要
が

低
迷
す
る
の
を
尻
目
に
健
闘

を
見
せ
た
が
、
放
射
性
物
質

問
題
を
め
ぐ
る
先
行
き
不
安

は
拭
い
切
れ
な
い
。

６
月
に
は
フ
ラ
ン
ス
に
輸

出
さ
れ
た

県
産

の
緑
茶
か

ら
規
制
値
を

上
回
る
放
射

性
セ
ン
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た

こ
と
が
判
明
。
各
国
で
日
本

の
食
品
の
輸
入
を
規
制
す
る

動
き
が
広
が
る
中
、
谷
本
副

理
事
長
は

「実
質
的
に
輸
出

を
停
止
し
て
い
る
業
者
も
あ

り
、
う未
発
表
の
）
６
月
以
降

に
数
量
が
増
え
る
要
素
は

ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
困
惑
す

る
。緑

茶
の
輸
出
量
は
近
年
、

海
外
で
の
日
本
食
ブ
ー
ム
や

健
康
志
向
の
高
ま
り
な
ど
を

追
い
風
に
堅
調
に
推
移
し
て

き
た
。
２
０
１
０
年
は
急
激

な
円
高
に
も
か
か
わ
ら
ず
前

年
比
１４

・
０
％
増
の
２
２
３

２

ン
ト
と
７
年
連
続

の
プ
ラ

ス
。
国
内
市
場
が
頭
打
ち
と

な
る
中
、
県
内
で
も
販
路
拡

大
を
う
か
が
う
茶
業
関
係
者

は
多
い
。

だ
が
、
事
態
は
深
刻
だ
。

輸
出
を
手
掛
け
る
県
中
部
の

製
茶
間
屋
は

「
既
に
注
文
の

キ
ヤ
ン
セ
ル
が
出
て
い
る
。

放
射
能
に
対
す
る
世
界
の
目

は
厳
し
い
」
と
戸
惑
い
を
隠

さ
な
い
。

茶
以
外
の
食
品
を
輸
出
す

る
業
者
も
動
向
を
注
視

す

淮
夕
に
フ
ヒ
ー
刻
Ｌ

Ｘ
こ

た
。
販
路
を
つ
な
ぎ
止
め
る

た
め
に
も
、
費
用
や
手
間
を

惜
し
ま

ず
輸
出
を
続
け
た

い
」
と
話
す
。

農
林
水
産
省
に
よ
る
と
、

農
林
水
産
物
の
５
月
の
輸
出

額
は
前
年
同
月
比
１６

・
６
％

減
と
低
迷
。
イ
チ
ゴ
が
ゼ
ロ

に
な
る
な
ど
、
風
評
被
害
に

よ
る
需
要
の
落
ち
込
み
も
鮮

明
と
な
っ
た
。

， 一
， 一，ト

学

一

‐九
州
電
力
呟
海
原
発
が
あ

る
佐
賀
県
弦
海
町
の
岸
本
英

雄
町
長
の
実
弟
が
経
営
す
る

建
設
会
社

「岸
本
組
」
が
、

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

な
ど
の

〃原
発
マ
ネ
ー
″
を

日
本
を
代
・

リ
エ
ス
ト
の
一

ん
（３９
）
が
東

務
調
査
を
受
一

年
ま
で
の
５
一

万
円
の
所
得
一

れ
た
こ
と
が
一

た
。
経
理
ミ
．

財
源
に
し
た

や
、
九
電
の
サ

エ
事
を
、
′２
∩

か
ら
昨
年
４
日

間
に
、
少
な
ご

億
２
４
０
０
万

８
６
件
の
う
ス

め
た
こ
と
に
た

九
電
幹
部
に

月
２６
日
に
説
朋

さ
れ
る
前
、
佐

原
発
担
通
の
段

長
Ｈ
同
月
末
で

い
、
番
組
へ
の

各
国
の
規
制
強
化
で
今
後
は
急
減
す
る
懸

念
も
あ
り
、
県
内
の
茶
業
関
係
者
は
神
経

を
と
が
ら
せ
て
い
る
。

鞘
醒
「医
療
体
制
に
不
備
」
弟
の
企
業
原
一

玄
海
町
長

医

崩
輝
艶

佐
賀
支
社
も
関
与

「新規注文止まった」
i穣≧羹県内戸惑いの声

1嵐
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労
災
申
請
⌒

日

福島第 1原発
褪

鯖

鱒
羹

働
駆

暦

薪
縫

勢

鉾

麟

が
、

「発
症
は
短
鋼
間
の
過
重
業
務
が
原
因
」
と
し

て
週
内
に
も
労
災
を
申
請
す
る
こ
と
が
Ｈ
日
、
分
か

っ
た
。
同
原
発
事
故
の
収
東
作
業
を
め
ぐ
る
労
災
申

請
は
初
め
て
と
み
ら
れ
、
％
働
基
準
監
督
署
の
判
断

が
注
目
さ
れ
る
。
　

　

　

【西
嶋
正
信
、
写
真
も
】

作
業
員
は
５
月
１４
日
に

死
亡
し
た
静
岡
県
御
前
崎

市
池
新
田
、
配
管
工
、
大

角
信
勝
さ
ん
（当
時
６０
歳
）

で
、
タ
イ
国
籍
の
妻
カ
ニ

カ
さ
ん
（５３
）
が
、
東
芝
の

労
災
保
険
窓
口
と
な

っ
て

い
る
横
浜
南
労
働
基
準
監

督
署
（横
浜
市
）
に
労
災
申

請
す
る
。

東
芝
な
ど
の
説
明
に
よ

る
と
、
大
角
さ
ん
は
浜
岡
、

島
根
原
発
な
ど
で
作
業
経

験
が
あ
り
、
収
東
作
業
を

請
け
負

っ
た
東
芝
か
ら
み

て
４
次
下
請
け
に
あ
た
る

御
前
崎
市
内
の
建
設
会
社

の
臨
時
雇
い
だ

っ
た
。

５
月
１３
日
か
ら
午
前
６

～
９
時
の
シ
フ
ト
で
集
中

廃
棄
物
処
理
施
設
の
配
管

工
事
な
ど
を
担
当
し
、
２

日
目
の
１４
日
午
前
６
時
５０

分
歪
ろ
、
特
殊
の
こ
ぎ
り

を
運
搬
中
に
体
調
不
良
を

訴
え
た
。
福
島
県
い
わ
き

市
内
の
病
院
に
運
ば
れ
、

年
前
９
時
半
過
ぎ
、
心
筋

梗ヽ
塞
で
の
死
亡
が
確
認
さ

れ
た
。
作
業
の
被
ば
く
放

射
線
量
は
計
Ｏ

・
６８

リミ
営

と
少
な
く
、
被
ば
く
の
影

響
は
な
い
と
さ
れ
た
。

一
方
、
大
角
さ
ん
が
体

「危
な
い
と
こ
ろ
と
は

知
ら
ず
に
夫
を
送
り
出
し

て
し
ま

っ
た
」
。
大
角
さ

ん
の
妻
カ
ニ
カ
さ
ん
は
悔

や
む
。
配
管
工
と
し
て
全

国
の
原
発
を
転
々
と
し
、

溶
接
で
作
業
服
に
よ
く
穴

を
開
け
て
帰

っ
て
き
た
。

福
島

へ
行
く
前
日
の
５
月

１０
日
、
カ
ニ
カ
さ
ん
は
新

し
い
作
業
服
２
着
と
靴
や

帽
子
な
ど
を
買
い
、
旅
行

か
ば
ん
に
入
れ
た
。

Ｈ
日
午
後
８
時
歪
ろ
、

福
島
第
１
原
発
の
宿
合
に

到
着
し
た
大
角
さ
ん
か
ら

電
話
が
あ

っ
た
。

「寂
し
い
？
」

「現
場
は
暑
い
か
ら
気

を
つ
け
て
ね
」

「僕
を
心
配
し
な
い
で
、

自
分
の
こ
と
を
心
配
し
な

さ
い
。
あ
と
２
年
働
く
。

お
前
は
言
葉

（日
本
語
の

読
み
書
き
）
も
分
か
ら
な

い
か
ら
、
２
年
後
は

一
緒

に
タ
イ
で
農
業
を
し
よ

う
」
。
そ
布
が
夫
婦
の
最

後
の
会
話
だ

っ
た
。

「
い
つ
も
私
を
か
ば

っ

て
く
れ
る
思
い
や
り
の
あ

る
夫
で
し
た
」
と
カ
ニ
カ

さ
ん
は
声
を
震
わ
せ
る
。

「最
後
ま
で
私
の
こ
と
を

心
配
し
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。
た

っ
た
３
日
で
死
ん

で
し
ま
う
な
ん
て
…
…
」

‐５
日
朝
一
福
島
県
内
の

警
察
署
で
夫
の
遺
体
と
対

面
し
た
。
両
耳
が
濃
い
紫

「短
期
で
過
重
業
務
」

調
不
良
を
訴
え
て
か
ら
病

院
に
着
く
ま
で
２
時
間
区

上
か
か
る
な
ど
救
急
体
制

の
不
備
が
指
摘
さ
れ
、
景

降
、
東
電
は
現
場
に
常
時

医
師
を
配
置
す
る
措
置
を

珈らっ厘コ癖繋催ば顧薙一帷斡嘲唯は支払われて

大
角
信
勝
さ
ん
の
遺
影
を
持
つ
妻
カ
ニ
カ
さ
ん
Ｈ
静
岡
県
御
前
崎
市
池
新
田
で
２
日

代
理
人
の
大
橋
昭
夫
弁

護
士
は

「大
角
さ
ん
は
防

護
服
と
マ
ス
ク
を
装
着
す

る
過
酷
な
環
境
で
働
い
て

い
た
。
命
が
け
で
作
業
に

従
事
し
た
大
角
さ
ん
に
あ

ま
り
に
冷
た
い
対
応
だ
」

と
話
し
、
遺
族
が
証
言
す

る
遺
体
の
状
況
か
ら
死
因

に
も
疑
間
が
あ
る
と
い

う
。
カ
ニ
カ
さ
ん
は
「健
康

上
の
特
段
の
問
題
は
な
か

っ
た
」
と
も
話
し
て
お
り
、

担
当
医
に
カ
ル
テ
開
示
な

ど
を
求
め
、
東
電
と
東
芝

に
損
害
賠
償
を
求
め
る
こ

と
も
検
討
し
て
い
る
。

労
災
申
請
に
つ
い
て
東

電
は

只
大
角

さ
ん
の
死

と
）
業
務
と
の
関
連
性
は

高
く
な

い
と
考
え
て
い

る
」
と
話
し
て
い
る
。
ま

た
東
芝
広
報
室
は

「労
働

と
心
筋
梗
塞
と
の
因
果
関

係
は
不
明
で
、
今
の
段
階

で
は
労
災
だ

っ
た
か
ど
う

か
は
判
断
で
き
な
い
」
と

し
て
い
る
。

救
命

の
遅
れ
明
ら
か

大
劉
翠
柳
勁

期
随
蒟

卿

話
　
労
災
は
心
身
の
病
気

が
業
務
で
生
じ
た
か
ど
う

か
が
認
定
で
問
題
と
な
る

が
、
著
し
く
救
命
措
置
が

遅
れ
る
よ
う
な
職
場
環
境

も
考
慮
の
対
象
と
な
る
。

心
筋
梗
塞
が
業
務
に
よ

っ

て
生
じ
た
か
ど
う
か
は
判

断
し
に
く
い
が
、
今
回
は

救
命
措
置
の
遅
れ
が
明
ら

か
な
の
で
（
労
災
認
定
さ

れ
る
べ
き
ヶ
ｌ
ス
だ
。

悔やむ妻に補償なく

毎

岩
手
県
陸
前
高
田
市
の

砂
田
英
弥
さ
ん
（６７
）
は
Ｈ

日
、
い
ま
だ
行
方
不
明
の

日
Ｊ

　

妻
せ
つ
こ
さ
ん
（６３
）
の
死

きん

ん
の
願
い
を
聞
き
入
れ
市

を
逃
れ
た
が
、
建
て
た
ば

内
に

一
軒
家
を
建
て
た
。
　

か
り
の
家
は
骨
格
だ
け
を

あ
の
日
せ

つ
こ
さ
ん

残
し
流
れ
去

っ
た
。
外
出

は
、
海
の
そ
ば
に
住
ん
で

し
て
い
た
義
父
は
自
力
で

や
ら
せ
は
「部
下
の
独
断
」

鹿
児
島
県
議
会

二九
語
駅
町
黙
思
伊

印
給
明

発
信
す
る
よ
う
に
書

い

た
」
と
述
べ
る
な
ど
、
番

組

へ
の
投
稿
を
求
め
る
な

ど
の
具
体
関
な
指
示
は
部
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中 新

了　　を　　ヽ

御蕗
呈
「体
制
整
備
な
く
死
亡
」

東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
事
故
の
収
東
作
業
中
に

心
筋
梗
塞
で
死
亡
し
た
御

前
崎
市
の
作
業
員
大
角
信

勝
さ
ん
＝
当
時
徐
ｅ
＝
の

妻
で
、
タ
イ
国
籍
の
カ
ニ

力
さ
ん
全
Ｃ
が
十
三
日
、

横
浜
南
労
働
基
準
監
督
署

に
郵
送
で
労
災
を
申
請
し

た
。
代
理
人
の
大
橋
昭
夫

弁
護
士
に
よ
る
と
、
同
原

労
災
申
請
は
全
国
初
と
い

う
。申

請
書
に
よ
る
と
、
大

角
さ
ん
は
元
請
け
の
東
芝

の
四
次
下
請
け
に
当
た
る

御
前
崎
市
内
の
建
設
作
業

会
社
に
臨
時
で
雇
わ
れ
、

五
月
十
三
日
か
ら
、
集
中

廃
棄
物
処
理
施
設
で
汚
染

水
の
配
管
設
置
作
業
な
ど

に
従
事
。

翌
十
四
日
午
前
の
作
業

中
に
体
調
不
良
を
訴
え
、

発
症
か
ら
約
二
時
間
四
十

分

―後
に
福
島
県
い
わ
き
市

内
の
病
院
に
搬
送
さ
れ
、

死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。
死

因
は
心
筋
梗
塞
で
、
被
ば

＜
の
影
響
は
な
い
と
さ
れ

て
い
る
。

申
請
書
は
、
病
院
搬
送

が
遅
れ
た
こ
と
な
ど
を
指

摘
し
、

「東
京
電
力
や
東

芝
が
過
酷
な
作
業
に
従
事

す
る
原
発
作
業
員
の
命
と

健
康
を
守
る
た
め
の
体
制

を
整
え
て
い
な
か

っ
た
た

め
、
被
災
者
が
適
切
な
治

療
を
受
け
ず
に
死
亡
す
る

に
至
っ
た
」
と
主
張
し
て

い
る
。

静
岡
県
庁
で
十
三
日
、

み
し

い
し
、

つ
ら
い
」
と

大
橋
弁
護
士
と
と
も
に
記

訴
え
た
。
同
弁
護
士

カ

ニ
カ
さ
ん

は

「お
父
さ
ん

（信
勝
さ

ん
）
が
い
な
く
な

っ
て
さ

る
。
現
場
し

流
通
、
柁
都
道
府
県
に

福
島
県
南
相
馬
市
の
農

家
が
出
荷
し
た
肉
用
牛
か

ら
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検

出
さ
れ
た
問
題
で
、
こ
の

農
家
が
同
じ
飼
料
を
与
え

て
い
た
別
の
六
頭
の
加
工

肉
の

一
部
が
兵
庫
県
姫
路

遺影を前 |

肉
の

市れ
た
と

て
お
り
、

果

が

，‐‐）。
　
、

士宛
、

明
ら
か

毎

で
放
射
線
量
が
局
地
的
に

卜
」

か
ら
調
査
員
二
人
が
謝

査
。
玄
関
前
と
産
妊
で
を

政
府
と
福
島
県

福
島
県
と
政
府
の
原
子

ア
」

で
に
住

「
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ツ
ト
」

高

い

「
ホ

ツ
ト

ス
ポ

ツ

宅
で
は
、
午
前
九
峰
ご
ろ

十
三
日
、
同
県
南
相
馬
市

新
把
握
へ
冊
点
調
査

宅
な
ど
市
内
約
七
百
四
十

れ
ぞ
れ
地
面
か
ら
五
十

を
」
と

呼

び

掛

け

て

い

る
。「

こ
の
子
た
ち
を
保
護

し
て
い
ま
す
」
と
題
し
、

Ａ
４
判
百
七
十
四
沿
。
保

健
所
や
動
物
愛
護
団
体

な
ど
計

二
十
三
団
体
が

五
月
末
ま
で
に
警
戒
区

の南相馬
―
ル
で
、

ア
ド
レ

リ
ス

し
て
い
る
。

連
絡
し
て

福
島
県
南
相
馬
市
の
主
婦
渡
辺
和
香
子
さ
ん

が
作
成
し
た

「被
災
保
護
動
物
リ
ス
ト
」



J首 (員
~争

福島第 1

年)7月 13日 (水曜日)

ん  (右 )
主 13日午前 11時半 、県庁

B中

東
京
電
力
福
島
第
■
原
発

の
廃
棄
物
処
理
施
設
で
の
作

業
中
、
心
筋
梗
塞
で
死
亡
し

た
御
前
崎
市
池
新
田
の
配
管

工
大
角
信
勝
さ
ん
＝
当
時

（６０
）Ｈ
の
妻
で
タ
イ
国
籍
の

カ
ニ
カ
さ
ん
（５３
）が
・３
日
午

前
、
作
業
の
元
請
け
企
業
の

東
芝

（東
京
）
が
労
災
保
険

・
窓
国
に
し
て
い
る
横
浜
南
労

ら
福
島
第
１
原
発
に
派
遣
さ

さ
ん
は

「
（大
角
さ
ん
は
）

れ
、
放
射
性
滞
留
水
の
回
収

病
院
に
１
回
も
行

っ
た
こ
と

も
な
か

っ
た
。
短
い
間
に
亡

く
な

っ
た
か
ら
、
知
ら
ん
顔

を
さ
れ
て
寂
し
す
ぎ
る
」
な

ど
と
心
境
を
語

っ
た
。

労
災
申
請
に
つ
い
て
、
東

芝
広
報
室
は

「
手
続
き
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
協
力
し

た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

東
電
広
報
部
は

「遺
族
に
は

一果
拝
つ
意
を
表
し
た
い
が
、

作
業
時
間
も
短
く
、
肉
体
的

な
負
担
は
大
き
く
な
か
っ
た

と
考
え
て
い
る
■
と
し
て
い

る
。

や
処
理
施
設
の
配
管
設
置
工

事
に
従
事
し
て
い
た
。

同
１４
日
午
前
６
時
４０
分
ご

ろ
、
切
断
用
機
械
を
運
ぶ
作

全
日
高
校
野
球
選
手
権
大
会
福
島
大
会

に
、
放
射
線
量
を
計
測
す
る
高
野
連
関
係
学

ス
付
近
で
毎
時
Ｏ

・
３
舒
営
、
セ
ン
タ
ー
郵

営
だ

つ
た
＝
‐３
日
早
朝
、
福
島
県
郡
山
市
（

御蕗
峯
「過
重
業
務
で
負
荷
」

現
場
で
の
短
期
間
の
過
重
業

務
で
、
精
神
的

。
肉
体
的
に

負
荷
が
か
か

っ
た
」
な
ど
と

指
摘
し
て
い
る
。

代
理
人
の
大
橋
昭
夫
弁
護

士
に
よ
る
と
、
今
回
の
原
発

事
故
の
収
束
作
業
を
め
ぐ
る

労
災
申
請
は
初
め
て
と
み
ら

れ
る
。

請
求
申
請
書
に
よ
る
と
、

電
か
ら
請
け
負
っ

立
書
で
カ
ニ
カ
さ
ん
は

「医

に
当
た
る
御
前

ヽ
、そ

ヌ

ど

一
ノ
フ
コ
イ

ン
と
え

／
ア
Ｌ
遭

一
僚
　
通

ヨ
σ
長
仕
≦
あ
身
覇

業
中
に
体
調
が
急
変
し
、
恵

識
不
明
と
な
っ
た
。
こ
の
時

師
が
不
在
で
、
作
業
中
継
地

点
の
医
療
設
備
も
整

っ
て
い

な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
約
２

時
間
半
後
に
福
島
県
い
わ
き

市
内
の
病
院
に
搬
送
さ
れ
、

死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。

県
庁
で
会
見
し
た
カ
ニ
カ

嬢里予球賭博

・胴
元
の
元
力
士
ら
有
罪

装
涼
・地球
ば
「大
相
撲
の
信
用
失
一

で
（
胴
元
と
し
て
力
士
ら
か

ら
賭
け
金
を
集
め
て
賭
博
を

樹
催
し
た
と
し
て
、
賭
博
開

両
古
市
貞
秀
被
告
（３５
）と
母

米
子
被
告
（６４
）
の
判
決
で
、

東
京
地
裁
は
１３
日
い
そ
れ
ぞ

れ
懲
役
１０
月
、
執
行
猶
予
３

年

（い
ず
れ
も
求
刑
懲
役
１０

月
）
を
言
い
渡
し
た
。

判
決
理
由
で
今
崎
幸
彦
裁

判
長
は
、
貞
秀
被
告
に
つ
い

て
、
後
輩
の
力
士
ら
を
賭
博

一に
誘
い
込
み
、
暴
力
団
組
員

を
合
む
顧
客
を
相
手
に
し
て

い
た
と
指
摘
。

「国
技
と
呼

ば
れ
、
多
く
の
熱
心
な
フ
ァ

ン
を
持
つ
大
相
撲

へ
の
信
用

プE
十

を
失
墜
さ
４

な
い
」
と
状

米
子
被
」

「わ
が
子
左

か
、
貞
秀
紳

き
受
け
て
刑

必
要
不
可
貨

し
た
」
と
Ｌ

一
方
で
、

反
省
の
態
庁

点
や
、
貞
秀

撲
協
会
を
懲

を

し
七

身 近 な ニ ュ ー ス
=晴報 の あ て 先 しま
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素
に
す
ま
せ
、
遺
骨
は
広

島

の
実
家

の
墓

に
葬

っ

た
。
大
角
さ
ん
は
病
死
と

判
断
さ
れ
、
何
の
補
償
も

て
い
な
い
。
生
活
の

を
続
け
て
い
る
。

「
や
さ
し
い
お
と
う
ち

ゃ
ん
で
、
私
が
作
る
カ
レ

―
ラ
イ
ス
が
大
好
物
で
し

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

四
■

■
■

原発作業中死亡 蕃ょう弱災申請

た
」
と
話
す

カ

ニ
カ
さ

ん
。
寝
室
の
壁
に
は
い
夫

マ
が
今
で
も
か

口
と
な

っ
て

す
る
。
東
芝
と
東
電

へ
の

損
害
賠
償
請
求
も
検
討
し

て
い
る
。

こ
の
件
に
つ
い
て
東
芝

広
報
室
は

「書
類
提
出
や

遺
族

へ
の
説
明
に
で
き
る

だ
け
協
力
す
る
」
と
し
い

東
電
広
報
部
は

「特
段
に

厳
し
い
作
業
環
境
だ

っ
た

と
は
い
え
ず
、
死
亡
と
の

関
係
は
高
く
な
い
」
と
の

認
識
を
示
し
て
い
る
。

容
疑
の



，生
一　
　
　
千

2011年 (平成23年)7月 13日 (水曜日)  茜 童 茶片 閤

√肴 ¬

東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
事

故
の
収
束
作
業
中
に
心
筋
梗
塞

で
死
亡
し
た
御
前
崎
市
池
新
田

の
作
業
員
大
角
信
勝
さ
ん

（
当

時
６０
歳
）
。

「
短
期
間
の
過
重

業
務
が
原
因
の
過
労
死
」
と
し

て
―
‐３
日
に
労
災
申
請
す
る
タ

イ
国
籍
の
妻
カ

ニ
カ
さ
ん
（
５３
）

は
‐２
日
、

「
６０
歳
の
お
父
さ
ん

の
体
は
使
い
捨
て
に
さ
れ
た
」

と
悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
た
。

大
角
さ
ん
は
東
芝
の
Ｊ
次
下

請
け
の
建
設
会
社
で
働
い
て
い

た
。
代
理
人
の
大
橋
昭
夫
弁
護

士
に
よ
る
と
、

「
肉
体
的

。
精

神
的
に
明
ら
か
な
過
重
負
荷
が

か
か
る
こ
と
」
が
労
災
の
認
定

静
騨

「
と
臆
睡
孵
麟
陣
帷
輌
ゅ
鵬

護
服
や
マ
ス
ク
を
着
け
る
過
酷

な
労
働
環
境
を
強
い
ら
れ
た
点

が
過
重
負
荷
に
あ
た
る
」
と
い

予つ

ヽ
。ま

た
、
大
角
さ
ん
が
体
調
不

良
を
訴
え
て
か
ら
病
院
に
着
く

福
島
第
一原
発
作
業
員
死
亡
、労
災
申
請

へ

ま
で
２
時
間
近
く
か
か

っ
て
い

る
た
め
、
大
橋
弁
護
士
は

「
医

療
態
勢
に
不
備
が
あ
り
、
迅
速

な
救
命
措
置
が
と
れ
な
い
労
働

環
境
だ

っ
た
」
と
指
摘
す
る
。

作
業
で
の
被
曝
放
射
線
量
は
計

０

．
６７

分ヽ

・
営
と
少
な
か

っ
た

と
い
う
。

全
国
の
原
発
で
働
く

大
角
さ
ん
は
浜
岡
、
士
心
賀
（石

川
県
）
な
ど
全
国
の
原
発
で
配

管
工
と
し
て
働
い
て
き
た
。
カ

「
ど
の
政
策
も
相
変
わ
ら
ず

一
時
的
、

寸

こ

賽

去

勺

ご

ら

３

１

生

ま

Ｓ

う

ヂ

、

事

大角 さんの遺 影 を抱 えな が

ら思いを語 る 力二 カさん

二
カ
さ
ん
は
５
月
３
日
夜
、
福

島
原
発
に
仕
事
に
行
く
こ
と
を

突
然
知
ら
さ
れ
た
が
、

「
大
丈

夫
。
危
な
く
な
い
よ
」
と
の
大

角
さ
ん
の
言
葉
を
信
じ
、
笑
顔

で
コ
つ
ん
」
と
答
え
た
と
い
う
。

同
１０
日
に
は
、
２
人
で
買
い

物
に
行

っ
て
新
し
い
靴
や
下
着

な
ど
を
買
い
そ
ろ
え
、
夜
に
は

麺
料
理
や
カ
レ
ー
な
ど
大
角
さ

ん
の
大
好
物
の
タ
イ
料
理
に
腕

を
振
る

っ
た
。
カ

ニ
カ
さ
ん
は

大
角
さ
ん
が
仕
事
で
遠
出
す
る

時
、
無
事
な
帰
り
を
願

っ
て
必

ず
指
切
り
を
す
る
。
レ
」
の
日
は
、

原
子
炉
建
屋
に
水
４０

ント

浜
岡
５
田ラ
機
洗
浄
水
ホ
ー
ス
に
亀
裂

運
転
停
止
作
業
中
の
原
子
炉

に
海
水
が
流
入
す
る
事
故
が
あ

っ
た
中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発

電
所
５
号
機

（
御
前
障
市
）
で

‐２
日
、
事
故
後
に
設
置
し
た
洗

浄
水
の
ホ
ー
ス

（
外
径
２５
弓
）

に
亀
裂
が
入
り
、
放
射
性
物
質

を
含
ま
な
い
水
約
４０

ント
が
原
子

炉
建
屋
２
階
に
漏
れ
る
事
故
が

あ

っ
た
。
中
部
電
力
が
同
国
発

表
し
た
。

発
表
に
よ
る
と
、
同
日
午
前

１０
時
２０
分
頃
、
原
子
炉
建
屋
地

下
２
階

で
警
報
が
点
灯
し
て

水
漏
れ
が

判
明
、
同
１０
時
２７

分

に
ポ

ン
プ

を
停
止
さ
せ
、

水
漏
れ
が
止
ま

っ
た
。
ホ
ー

ス
は
ポ
リ
塩
化
ビ

ニ
ー
ル
製

で
、
５
月
２‐
日
に
取
り
付
け
、

同
２３
日
に
水
漏
れ
が
な
い
こ
と

を
確
認
し
て
使
用
を
開
始
し
て

い
た
。

も

っ
と
固
い
絆
で
結
ば
れ
る
よ

う
に
と
、
小
指
で
は
な
く
親
指

で
指
切
り
し
た
と
い
う
。

カ

ニ
カ
さ
ん
は

「
（
東
電
と

東
芝
か
ら
は
）
謝
罪
も
補
償
金

も
、
お
見
舞
い
の
花
の

一
本
も

な
い
。
お
父
さ
ん
が
大
好
き
だ

っ
た
原
発
に
裏
切
ら
れ
た
」
と

涙
ぐ
ん
だ
。

瞬葉漬け込み

被
災
地
に
ゴ
ミ
収
箆

静
岡
市
が
無
償
提
仕

静
岡
市
は
１２
日
、
東
日

震
災
で
被
災
し
た
岩
手
県

市
に
廃
棄
物
収
集
車
両
―

無
償

で
提
供
す
る
と
発
・

た
０
‐４
日
に
静
岡
を
出
発
，

日
に
引
き
渡
す
。
静
岡
市

る
と
釜
石
市
内
で
は
震
災

量
発
生
し
た
廃
棄
物
を
処

る
た
め
の
車
両
が
津
波
で

れ
る
な
ど
し
て
確
保
で
学

運
搬
業
務
に
支
障
を
き
た

い
る
と
い
う
。
ほ
か
に
も

市
と
焼
津
市
か
ら
計
３
合

両
が
譲
渡
さ
れ
る
と
い
う

き
ょ
う
富
士
登
山

通
行
止
め
を
解

県
富
士
土
木
事
務
所

日
、
富
士
山
富
士
宮
口
菩

の
８
合
目
～
山
頂
に
つ
い

予
定
よ
り
１
日
早
い
１３
日

に
通
行
止
め
を
解
除
す
ス

桜
餅
な
ど
の
和
菓
子
に
欠
か
せ
な
い
一

葉
の
漬
け
込
み
作
業
が
松
崎
町
で
最
盛
一

、を
迎
え
て
い
る
＝
写
真
＝
。

桜
葉
の
栽
培
か
ら
漬
け
込
み
ま
で
手
一

け
る
同
町
岩
科
の

「
小
泉
商
店
」
で
は
、

５０
枚
ず
つ
束
ね
た
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
の
一

を
、
直
径
、
深
さ
と
も
約
２
房
の
大
だ
一

に
敷
き
詰
め
て
は
塩
を
ま
く
作
業
を
繰

返
す
。
約
２
０
０
万
枚
の
葉
で
た
る
が
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が
参
加
す
る
と
大
会
の
実
行
委

辺
。ヽ
実
行
委
員
会
は
東
海
３
県

日

員
会
が
発
表
し
た
。
県
内
か
ら

と
静
岡
県
な
ど
か
ら
の
来
場
を

4■１

は
８
団
体
が
出
場
す
る
。
全
国

見
込
ん
で
い
る
。

月

大
会
と
同
様
、
来
場
者

ヽ
ｔこ
よ
る

そ
の
ほ
か
の
参
加
料
理
名
は

7
投
票
で
順
位
も
決
め
る
。

次
の
通
り

」3年 )

い
靴
や
衣
輛

ｒ

Ｌ

だ
が
、
納
得
で
き
な
か
っ
た
。

ル
で
乾
杯
―ノ

結
婚
し
て
８
年
。
肩
院
に
か
か

頑
張

っ
て
。

つ
た
こ
と
は

一
度
も
な
く
、
病

信
勝
さ
ん
の

東
京
電
力
福
島
第

一

↓
心
筋
梃
蒙
で
死
亡
し
た
大
角

と
は
無
縁
‐
の
人
だ

丁
寧

に
洗

信
勝
さ
ん

（当
時
６０
）

増
称
籍
全
中の

信
勝
さ
ん
は
作
業
中
に
突
然

う
。

「幸
母

倒
れ
て
意
識
を
失

っ
た
。
病
院

突
然
奪
ス

が
明
ら
か
に
な
る
の
は
初
め
て
。
カ
ニ
カ
さ
ん
は

「病
院
搬
送
に
時
間
が
か
か
っ
て
ぉ
り
、
も

到
着
ま
で
に
約
２
特
潤
半
か
か

生
活
の
代
騰

っ
と
早
く
助
け
て
も
ら
え
れ
ば
生
き
て
い
た
」
ど
悔
し
さ
を
語
つ
た
「

つ
て
い
た
。

「許
せ
な
い
。
心

東
芝
に
損
と

こ
の
日
、
カ

ニ
カ
さ
ん
と
共

時
雇
用
さ
れ
た
。
５
月
１３
日
か

械
（重
さ
約
５０
言
）を
連
ん
で
い

臓
が
悪
い
と
い
う
の
も
聞
い
た

こ
と
を
決
泳

に
会
見
し
た
大
橋
昭
夫
弁
護
士

ら
同
原
発
の
集
中
廃
棄
物
処
理

施
設
内
で
、
高
濃
度
汚
染
水
の

を発表

愛蟄
ュ盤
尾
全
国
金
宣
も
勢
揃
い

９
月
２４
ヽ
２５
日
に
愛
知
県
豊

位
ま
で
を
表
彰
し
、
８
位
ま
で

川
市
で
開
か
れ
る
Ｂ
級
グ
ル
メ

発
表
す
る
ゃ

の
祭
典

「中
日
本

。
東
海
Ｂ
Ｉ

会
場
は
、
豊
川
市
中
心
部
の

る
最
中
に
体
調
が

急
変
「原
発

こ
と
が
な
い
」
と
憤
る
。

金
よ
り
、

信
勝
さ
ん
は
約
６
カ
月
間
を

県
外
の
原
発
な
ど
で
泊
ま
り
込

い
て
、
毎
山

ぐ
う
。
大
き
な
声
で
笑
い
な
が

大
震
災

で
被
災
し
キ

で
折

っ
た
連
の
花
を

ら

「
行

っ
て
き
ま
す
よ
―
」
と

に
、
和
紙

出
て
い
わ

る
準
備
も
進
め
て
い
る
。
１７
日

と
・８
日
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

花
を
つ
く
る
イ
ベ
ン
ト
も
開
ハ

（四
田
市
市
）
▽
津
ぎ

よ
う
ざ
六
津
市
）
▽
亀
山
み
そ

腑
き
う
ど
ん

（亀
山
市
）
▽
伊

市
）

Я憂
抑
県
】
高
浜
と
り
め

し

（
高
浜
市
）

は

「
危
険
な
現
場
に
は
医
師
を

内
に
は
医
師
が
お
ら
ず
、
約
２

ご
飯
を
食
ハ

常
駐
さ
せ
る
義
務
が
あ
る
の
で

回
収
や
配
管
設
置
工
事
な
ど
に

時
間
半
後
に
約
４５
ゴ
離
れ
た
同

は
な
い
か
。
対
応
が
遅
れ
た
点

携
わ

っ
た
と
い
う
。

県
い
わ
き
市
の
病
院
に
搬
送
さ

れ
た
が
、同
９
時
３３
分
に
死
亡

富
士
市
大
淵
の
代
通
寺
で
、
ど

と
、
短
期
間
に
肉
体
的
、
精

・神

翌

１４
日
午
前

６
時

４０
分
む

的
に
負
荷
が
か
か

っ
た
こ
と
は

ろ
、
鋼
材
な
ど
を
切
断
す
る
機

が
確
認
さ
れ
た
。

（寺
尾
佳
恵
）

な
り
、
「蓮
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
て

前
に
約
１
０
０
種
、
大
小
１
５
＾

明
ら
か
で
、
労
災
に
当
た
る
」

搬
送
に
２
時
間
半
、
「許
せ
な

て
お
り
、
写
真
憂
好
家
ら
で
に
一

開
花
は
早
朝
か
ら
午
前
中
ま

と
話
し
た
。

申
立
書
に
よ
る
と
、
大
角
さ

ん
は
〈
東
芝
の
４
次
下
請
け

「
早
く
助

け

て
も
ら
え
れ

き
ん
を
亡
く
し
た
妻
カ
ニ
カ
さ

と
閉
じ
る
。
１７
日
に
は
午
前
も

ば
、
生
き
て
い
た
」
。
夫
信
勝
、
ん
は
１２
日
、
自
宅
で
労
災
申
請

で
「蓮
の
華
を
楽
し
む
会
」
が
閉

を
決
め
た
心
境
を
語
つ
た
。
遺

し
て
お
酒
を
飲
む

「蓮
酒
」
の

影
を
見
つ
め
な
が
ら
、
涙
を
ぬ

蓮
料
理
の
屡

ボ
な
ど
が

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
、
２２
団
体

市
野
球
場
や
市
総
合
体
育
館
周

こ
れ
ま
で
の
過
去
５
回
の
全

【
静
岡
県
】

滞
綱
部
で
訥

色るに漬け込み

桜
葉
い

に
ぎ

っ
ヽ

に
徳
島
一

み
重
ね
、

せ
て
漬
一

万
東
、

使
う
塩

晨
の
楽

‐の松崎

係
者
か
ら
い
く
つ
も
伝
言
が
残

み
で
働
き
、

つ
て
い
た
。

「信
勝
さ
ん
が
亡

宅
で
休
む
生

く
な
り
ま
し
た
」
。
ォ

ニ
カ
さ

い
た
。
現
揚

ん
は
シ
ョ
ッ
ク
で
そ
の
場
に
倒

つ
も
２
人
で

福
島
に
行

れ離
咸嬰
だ民
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７
月
１３
日
、
静
岡
県
御
前
崎

市
に
住
む
大
角
カ

ニ
カ
さ
ん

（タ
イ
国
籍

・
５３
歳
）
は
、
４

次
下
請
と
し
て
東
京
電
力
福
島

第
１
原
発
の
事
故
収
東
作
業
を

し
て
い
た
夫
の
大
角
信
勝
さ
ん

（６０
歳

．
配
管
工
）
が
、
５
月

‐４
日
に
急
死
し
た
の
は

「不
充

分
な
医
療
体
制
の
下
、
短
期
間

に
体
力
的
精
神
的
に
負
荷
の
か

か
る
労
働
を
し
て
い
た
た
め
」

と
、
大
橋
昭
夫
弁
護
士
を
代
理

人
に
横
浜
南
労
基
署
に
労
炎
請

求
を
行
な
い
、
記
者
会
見
し
「原

発
で
働
く
人
た
ち
の
い
の
ち
を

守
る
よ
う
労
働
環
境
の
改
善
を

し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

２
日
日
の
朝

心
筋
梗
塞
？

大
角
信
勝
さ
ん
が
亡
く
な
る
経

緯
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

５
月
■
日

　

「１
日
２
万
四

の
約
束
で
、
誓
島
第

一
原
発
の
集

中
廃
棄
物
処
理
施
設
プ
ロ
セ
ス
建

屋
内
で
作
業
す
る
こ
と
を
、
勤
務

先
の
大
和
建
設
工
業
か
ら
命
じ
ら

れ
、
年
後
８
時
福
島
到
着
。

‐３
日
午
前
２
時
３０
分
宿
舎
出
発

・
６
時
か
ら
作
業
開
始
。

‐４
日
　
午
前
２
時
３０
分
宿
舎
出

発
。
５
時
３０
分
朝
礼
。
６
時
作
業

開
始
。
６
時
４０
分
体
調
急
変
、
５０

分
医
務
室
に
運
ば
れ
る
も
医
師
不

在
。
８
時
１０
分
Ｊ
ヴ
考
レ
ッ
ジ
に

搬
送
さ
れ
た
が
、
医
療
設
備
が
不

備
の
た
め
、
３５
分
救
急
車
で
い
わ

き
市
共
立
病
院
に
搬
送
さ
丸
た

が
、
９
時
３３
分
に
死
亡
を
確
認
。

代
理
人
の
大
橋
弁
護
士
は
体
調

が
急
変
し
て
か
ら
、
き
ち
ん
と
し

た
病
院
に
到
着
す
る
ま
で
２
時
間

５０
分
も
か
か

っ
た
こ
と
を
重
視

し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。

「作
業
現
場
は
放
射
性
物
質
が
飛

散
す
る
環
境
で
あ
り
、
被
曝
の
危

険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

も
重
く
む
し
暑
い
防
護
服
を
着
て

の
作
業
な
の
で
す
か
ら
、
医
療
体

制
を
整
備
さ
せ
な
け
九
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
勤
務
時
間
が
午

前
１０
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
の
医

師
が
１
人
い
る
だ
け
。
こ
九
で
は

働
く
者
の
い
の
ち
を
軽
視
し
て
い

る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
」
。

心
筋
梗
塞
と
さ
丸
ま
し
た
が
、

司
法
解
剖
も
さ
れ
て
お
ら
ず
、
両

耳
付
近
が
紫
色
に
変
色
な
ど
、
死

因
に
も
疑
間
が
あ
り
ま
す
。

請
に
や
ら
せ
て
い
ま
す
。
大
角
さ

ん
を
福
島
第

一
原
発
に
送
り
こ
ん

だ
大
和
建
設
工
業

（御
前
崎
市
）

は
な
次
。
そ
の
上
に
は
３
次

・
不

二
代
建
設

（い
わ
き
市
）
、
２
次

・
Ｉ
Ｈ
エ
プ
ラ
ン
ト
建
設

（東
京

都
）
、
１
次
・Ｉ
Ｉ
Ｉ
（東
京
都
）
、

元
請

。
東
芝
。
発
注
者
で
あ
る
東

京
電
力
は
じ
め
＾
い
ず
れ
の
業
者

も
大
角
さ
ん
の
現
場
で
の
急
死
に

知
ら
ん
顔
。
見
舞
金
ど
こ
ろ
か
、

東
京
土
建
も
参
加
す
る
建
設

関
係
労
働
組

合
首
都
圏
共

闘
会
議
は
、

生
活
関
連
公

共
事
業
推
進

連
絡
会
議
と

と
も
に
、
７

月
２７
日
に
東

「東
日
本
人

震
災
の
優
興

と
防
災

・
建

設
産
業
再
生

を
求
め
る
雲
護

を
行
な
い
ま

し
た
。
東
京
土
建
か
ら
は
宮
田

副
委
員
長

（建
設
首
都
圏
共
闘

議
長
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

東
電
に
対
し
て
は
、
放
射
線

管
理
手
帳
に
よ
る
管
理
も
充
分

に
行
な
わ
れ
て
い
な
い
現
場
の

現
状
を
指
摘
し
、
福
島
第

一
原

発
で
収
束
に
む
け
た
作
業
に
従

事
す
る
労
働
者
の
放
射
線
被
曝

を
は
じ
め
と
し
た
労
働
安
全
管

理
を
す
る
こ
と
を
強
く
要
求
し

ま
し
た
。
東
電
も
要
求
を
受
け

と
め
、
労
働
安
全
で
問
題
が
あ

る
場
合
、
組
合
卿
と
協
議
し
て

い
く
と
答
え
ま
し
た
。

原
発
労
働
者
の
命
守
っ
て

急
死
し
た
夫
の
労
災
を
申
請

人 命 軽 視 は 許 され な い

憂め弔

下

弔
意
の
言
葉
ひ
と

つ
あ
り
ま
せ

ん
。カ

ニ
カ
さ
ん
は
、
以
前
別
の
原

発
で
信
勝
さ
ん
と

一
緒
に
働
い
て

い
た
仲
間
に
労
災
に
つ
い
て
教
え

ら
れ
、
大
橋
弁
護
士
に
相
談
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
を
し

っ
た
大
和

建
設
工
業
の
社
長
は
、
労
災
申
請

な
ど
と
ん
で
も
な
い
と
、
カ
ニ
カ

さ
ん
を
訪
ね

「タ
イ
に
帰
れ
」
と

５０
万
円
を
渡
そ
う
と
し
ま
し
た
。

拒
絶
さ
荒
る
と
、
指
を
さ
し
カ
ニ

力
さ
ん
を
ど
な
る
始
末
で
し
た
。

建
設
業
界
と
同
様
、
下
請
業
者
が

自
社
の
評
価
が
下
が
る
の
を
恐
比

て

「労
災
か
く
し
」
に
走
る
図
式

が
う
か
が
え
ま
す
。

無
責
任
な
の
は
、
東
電
や
業
者

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
経
済
産

業
省
も
厚
生
労
働
省
も
福
島
第

一

原
発
で
働
い
て
い
る
労
働
者
の
名

簿
す
ら
把
握
し
て
い
な
い
の
で

す
。
大
角
さ
ん
の
放
射
線
管
理
手

帳
も
大
橋
弁
護
士
が
請
求
す
る
ま

で
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
毎
日

の
被
直
療
量

を
本
人
に
創

り
せ
て

い
な
い
実
態
も
明
ら
か
に
な

っ
て

い
ま
す
。

現
場
の
労
働
実
態

の
情
報
提
供
し
て

大
橋
弁
護
士
は

「危
険
な
原
発

作
業
を
下
請
に
押
し
つ
け
て
、
電

力
会
社
や
大
企
業
が
莫
本
な
利
益

を
あ
げ
て
い
る
。
弱
い
者
を
ボ
ロ

そ
う
き
ん
の
よ
う
に
使
い
捨
て
る

の
は
許
さ
れ
な
い
」
と
語
り
ま
す
。

そ
し
て
、
カ
ニ
カ
さ
ん
と
と
も
に

「原
発
内
で
の
作
業
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
労
働

条
件

・
環
境
を
改
善
し
て
い
く
た

め
の
第

一
歩
。
情
報
を
提
供
し
て

ほ
し
い
」
と
、
東
京
土
建
の
仲
間

に
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

原
発
の
現
場
に
関
す
る
情
報

は
、
東
京
土
建
本
部
に
寄
せ
て
く

だ
さ
い
。
大
橋
弁
護
士
に
責
任
を

も

っ
て
知
ら
せ
ま
す
。

東 電 に労 働 者 の 安 全 管 理 を 申 し入 れ る

宮 田 昌」委 員 長 (左 )と 藤 好 生 公 連 議 長 (中 )

′T、

電

力

東電に労働者の安全
を守れと申し入れる

大 角 信 勝 さん の遺 影 を手 にす る 力三 カ さん

と代 理 人 を つ と め る大 橋 昭 夫 弁 護 士

「原
発
安
全
神
話
が
崩
れ
、
み

　

ち
上
げ
ま
し
た
。

「そ
の
時
は
、　
　
　
５
月
２２
日
に

「反
原
発
自
治
体

　

様
、
次
の
世
代
に
も
受
け
継
が
れ

　

強
調
し
ま
す
。

ん
な
の
意
識
が
大
き
く

東
海
地
震
を
想
定
し

変

っ
た
今
こ
そ
、
反
原

発
に
舵
を
切
ら
せ
た

い
」
。
こ
う
語
る
の
は

福
士
敬
子
都
議
会
議
員

（杉
並
区
・自
治
市
民
）

で
す
。

８６
年
の
チ

ェ
ル
ノ
プ

イ
リ
事
故
を
き

っ
か
け

に
、
原
発
反
対
の
運
動

を
進
め
て
き
た
福
士
さ

ん
は
今
年
１
月
２８
日
に

「反
原
発
自
治
体
議
員

て
、
ま
ず
浜
岡
原
発
を

で
し
た
か
ら
、
３

・
‐ｌ

の
大
震
災
と
福
島
第

一　
　
の
で
、

原
発
事
故
は
大
き
な
シ

議
員

・
市
民
連
盟
」
が
正
式
に
発

足
、
一禍
士
さ
ん
は
共
同
代
表
に
選

（と
市
民
）
連
盟
拳
備
会
」
を
立

　

ョ
ン
ク
で
し
た
」
。

っ
て
い
か
な
か

っ
た
と
い
う
面
が
　

る
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で

て
し
ま
う
も
の
で
す
。
原
発
は
廃
　
　
　
「政
府
、
経
済
界
、
マ
ス
コ
ミ

　

あ
り
ま
す
」
。
福
士
さ
ん
は
使
用

　

す
。で
も
、人
災
を
三
度
と
起
こ
さ

炉
に
し
て
も
、
施
設
そ
の
も
の
が

　

が

一
致
し
て
原
発
推
進
キ
ャ
ン
ペ

ず
み
核
燃
料
の
最
終
処
分
場
の
候

　

せ
な
い
取
り
組
一み
も
大
切
で
す
。

止
め
よ
う
と
い
う
こ
と

　

ば
れ
ま
し
た
。

「原
発
推
進
は
特

　

核
廃
棄
物
と
な
り
、
数
万
年
も
安

―
ン
を
進
め
た
こ
と
が
大
き
か
っ
　

補
地
に
な

っ
た
北
海
道
幌
延
町
を

　

復
興

へ
が
ん
ば
ら
な
け
洵
ば
な
ら

視
察
し
て
、
湿
地
　

な
い
の
は
政
府
で
あ
り
、
原
発
を

危
険
、不
安
は
何
世
代
も

あ
り
え
ぬ
安
全
、安
定
、安
価

の
は
見
え
な
い
と

　

題
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
見
き
わ

こ
ろ
に
や

っ
て
し

　

め
る
こ
と
。
み
ん
な
が
意
見
を
だ

ま
お
う
、
と
の
意

し
あ
い
進
め
て
い
く
こ
と
だ
と
思

金
管
理
が
必
要
で
す
。
使
用
ず
み

　

た
で
す
が
、
市
民
の
側
か
ら
い
え

　

図
が
露
骨
だ

っ
た
か
ら
で
す
。

い
ま
す
」
。
東
京
土
建
の
皆
さ
ん

核
燃
料
の
処
分
方
法
も
あ
り
ま
せ

　

ば
い
つ
被
曝
に
よ
る
病
気
が
出
る
　
　
　
「阪
神
大
震
災
で
の
ボ
ラ
ン
テ

　

も
仲
間
同
士
で
話
し
あ
い
、

原
発

。
し
か
も

　

ん
」
。
安
全
で
安
定
的
で
安
価
な

　

か
と
い
う
不
安
を
か
か
え
な
が
ら

　

ィ
ア
経
験
が
継
ス
さ
れ
、
さ
ま
ざ

の
な
い
社
会
と
震
災
復
興
へ
力
を

原
発
な
ど
あ
り
え
な
い
こ
と
を
、　
　
生
き
て
い
く
こ
と
の
辛
さ
が
伝
わ

　

ま
な
取
り
組
み
が
行
な
わ
れ
て
い

と
、
福
士
さ
ん
は
結
び
ま
し
た
。

帯
で
あ
る
こ
と
に

　

推
進
し
て
き
た
人
た
ち
で
あ
り
、

驚
き
ま
し
た
。
と

　

被
災
し
た
人
た
ち
に
い
う
言
葉
で

に
か
く
危
険
な
も

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
の
は
間
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、
情
報
発

を
育
成
す

し
て
い
ま

に
は
、
千

て
網
羅
し

い
も
学
校
」

ｉ
イ
モ
と
を

一商
品
も
完

″り
干
し
イ

Ｏ
Ｏ・い

も
学
校
」

〃
つ
て
、
サ

る
】

空
元
気
づ
け

り
麻
由
美
さ

ヽ
月
、
Ｍ
Ａ
Ｗ

れ
だ
。

多
が
い
い
か

〃
ら
出
た
こ

磯
に
乗

っ
た

っ
た
美
帆
さ

逼
の
ガ
イ
ド

入
。
目
に
留

、
旭
山
動
物

フ
ー
ル
を
永

の
写
真
だ

っ

ロ
ゴ
ロ
し
て

ツ
マ
イ
モ
は
飢
饉
の
度
に

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
ろ
い

人
々
の
命
を
救
い
、
戦
時

ろ
な
煮
味
で
、
今
こ
そ
使

中
は
航
空
機
の
燃
料
に
も

一つ
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

熱解
縫
嘘御ψｍ脚
主
引
翻
棘弩
雪

債
工
場
の
女
子
工
員
や
漁

　

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
は
約

師
の
携
行
食
に
な
り
、
現

２０
人
が
参
加
し
、
１
０
０

場

の
人

の
腹

を
満

た

し

年
後
を
見
据
え
花
活
動
を

た
。
増
産
や
改
票

に
奔
走

し
、
尊
敬
を
集
め
た
人
物

ウ
ム

も
い
た
。
サ
ツ
マ
イ
モ
を

ラ
バ
ン
隊
な
ど
の
企
画
も

「田
舎
臭
い
」
と
い
う
人

あ
り
ま
す
。
大
事
な
こ
と

も
い
る
が
、
サ
ツ
マ
イ
モ

は
地
元
の
素
材
を
磨

い

て
、
地
域
の
人
と
共
有
す

る
こ
と
で
す
。
地
元
の
田

畑
で
何
が
作
ら
れ

，
て
い
る

の
か
を
知
り
、
食
に
こ
だ

わ
り
、
地
元
で
カ
ネ
を
回

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
の
収
束
作
業
中

勝
さ
ん

（当
時
６０
歳
）
の
妻
力
一

。
シ
ン
ポ
ジ

７
月
、
取
材
し
た
。
御
前
崎
市
に
住
む
カ
ニ
カ
さ

た
後

「

ヒ
ン
ト

っ
て
」
と
訴
え
た
。
　
　
　
　
　
　
　
ド

県
御
朔
融
籍
碑

，業，
部
華
効
理
蜘
新
購
確
蜘
ウ
帯
つ 静
割

か
第
卿
い
設
和
醐
報
瑶
珊
胸
め
醐
醇
“
位
貯
鋤
荘

い
こ
と
が
分
か

っ
た
。
作
業
員
が
使
い
捨
て
に
さ

ん。　
　
す
こ
と
が
農
業
の
再
生
に

れ
る
こ
と
に
怒
り
が
わ
い
た
。

実
は
こ
の
怒
９
、
下
請
け
会
社
も
共
有

し
て
い
石
。
福
岳
に
作
業
員
を
派
通
し
て

い
た
県

′
内
の
建
設
会
社
社
長
は
、

「本
音

を
言
え
ば
、
元
請
け
な
ど
は
俺
た
ち
を
使

．い
捨
て
に
し

て
い
る
。
す

「２
０
１
１
年
毎
旦

コ
ン
テ
ス
ト
」
の
作
品

集
し
て
い
ま
す
。
締
め

は
１０
月
３‐
日
で
す
。

【部
門

・
テ
ー
マ
〓

ュ
メ
ン
ト
単
写
真

・
回

写
真

・
小
宰
生

・
中
学

高
校
生
部
門
Ｈ
自
由
▽

ミ
リ
ー
部
門
Ｈ
旅
の
を

み

【応
募
】
２
０
１
０

月
１
日
以
降
に
撮
影
し

に
応
募
ま
た
は
発
表
予

な
い
作
品
▽
所
定
の
応

ア
ジ
ア
時
報

９
月
号

◆
時

評

「政
治
主

中
国
版
　
谷
野
作
太
且

ジ
ア
調
査
会
講

演
全

・
１１
後

の
日

本
政
盗

芳
正
◆
ア
ジ
ア
研
究
モ

「不
平
等
国

家

中

そ
の
後
　
園
田
茂
人
▲

・
ア
ジ
ア

。
日

本

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

「わ
《

人
生
」
丹
波
賞
さ
ん
（

・
ア
ジ
ア

・
日
本
イ
）

ュ
ー

「グ
ー
グ
ル
超
エ

の
ア
ジ
ア
発
世

界
簿

指
す
」
金
泰
佑
◆
中
一

抄
⑩

「公
民
社

会
七

立
候

補
」
辻
康
吾
〈

中
国
８４
詞

（
五
）
Ｑ

地
饉
⑭
天
安
門
事
件
⌒

戦

争

◆

政

界

ウ

チ

「民
主
党
に

『
明
日
一

る
の
か
」
古
贅
攻
◆
一

の
目
◆
戦
後
日
本
坐

跡
４．
　
日
中
国
交
正

―
安
保
体
制
と
台
湾

栗
山
尚

一
◆
中
一

「ソ
ー
セ
ー
ジ
の
う

脅
え
る
北
朝
鮮
王
一

先 崎 さ

早
速
、
ア
ザ
ラ
シ
を
撮

る
た
め
に
ピ
ン
ク
の
デ
ジ

タ

ル

カ

メ

ラ
を

購

入

し

た
。
旅
行
に
着
て
い
く
服

も
新
し
く
買

い
、
準
備
を

整
え
た
。
麻
由
美
さ
ん
は

「娘

に
希
望
が
で
き
て
、

と
て
も
充
実
し
た
毎
日
を

送

っ
て
い
る
。
本
当
に
あ

り
が
た
い
」
と
話
し
た
。

夢
当
日
。
円
柱
の
プ
ー

ル
を
泳
ぐ
ア
ザ
ラ
シ
を
見

た
美
帆
さ
ん
は
、

「想
像

区
上

の

ス
ピ

ー

ド

だ

っ

た
。
何
度
も
何
度
も
目
の

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

前
を
永
い
で
く
れ
て
、
テ

ン
シ

ョ
ン
が
上
が
り

っ
ば

な
し
で
し
た
」
と
興
奮
気

味
に
話
し
た
。
１
日
に
２

回
行
う
エ
サ
や
り
の
光
景

ら
れ
、
大
企

業
の
調
整
弁

に
さ
れ
て
い
る
」
と
話
し
、

「も
う
原
発

ヽ

で
は
働
か
な
い
し
、
従
業
員
も
送
ら
な
い
」

と
語

っ
た
。

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
ｌｌ
日
は
福
島

第
１
原
発
事
故
か
ら
半
年
の
節
目
の
日
。

支
局
前
の
青
葉
通
り
で
は
（
皮
原
発
を
叫

ぶ
約
２０
人
の
小
規
模
な
デ
モ
行
進
が
行
わ
れ
て
い

た
「
そ
ん
な
デ
モ
に
は
無
関
心
に
談
笑
し
て
ゆ
く

通
行
人
を
見
る
と
、
日
本
人
は
福
島
は
ど
の
大
事

故
を
経
験
し
て
も
、

「喉
元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
を
忘
を
覚

え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
　

・

原
発
の
是
非
を
巡
る
議
論
は
婿
ま
っ
た
ば
か
り

だ
。
こ
れ
か
ら
原
発
が
存
続
し
て
い
く
こ
と
に
な

っ
て
も
、
原
発
内
部
で
放
射
線
被
ぱ
く
の
危
険
に

さ
ら
さ
れ
な
が
ら
働
く
作
業
員
た
ち
の
こ
と
を
忘

れ
る
こ
と
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
自
ら
声
を
上

げ
ら
れ
な
い
原
発
差
働
者
の
生
の
声
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
【西
嶋
正
信
】

で
き

が
い

っ
ぱ
い
元
気
を
く
れ

た
」
と
満
足
そ
う
に
話
し

て
い
た
。

Ｍ
Ａ
Ｗ
Ｊ
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
は
静
岡
支
部

担

当

の

岡

林

正

子

さ

ん

（
０
８
０

・
５
１
８
１

・

４
１
１
３
）

へ
。

錐

「ヴ
ｒ
一
ア
」来
月
に
も
公
開

静
岡
市
立
日
本
平
動
物
園
は
１３
日
、

オ
ス
の
ホ

ッ
キ

ョ
ク
グ

マ
「
ロ
ッ
シ
ー
」

れ
て
き
て
お
り
、
順
調
に
い
け
ば
１０
月

並

， も
呼
報
性

， 開
一
％
功
漑
ピ
胴
鵡
“
曖

”

　

も

原発労働者の声を伝えたい

2011毎日写真 ンテス

作品を募
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話 題
『
]巽 掘 三ユース

福島原発作業員綱渡り
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
で
の
事
故
処
理
の
苦
閾
が
続

い
て
い
る
。
野
田
佳
彦
首

相
は
昨
年
暮
れ
、
事
故

収
束
を
宣
言
し
た
が

、
現
実
は
ほ
ど
遠
い
。
そ
こ
で
働
く
大
半

の
人
た
ち
は
東
電
が

「
協
力
企
業
」
と
呼
ぶ

下
請
け
会
社

の
労
働
者
た
ち
だ
。
賃
金
も
安
全
管
理
も
不
十
分
な
中
、
現
場

で
は

「
こ
の
夏
に
は
作
業
員
不

足

に
な
る
」
と
危
ぶ
む
声
が
上
が
り
始
め
た
。
作
業
は
向

こ
う
数
十
年
続
く
が
、
机
上

の
皮
算
用
に
は
ほ
こ

ろ
び
が
見
え
隠
れ
す
る
。

（
佐
藤
圭
、
秦
淳
哉

、
田
原
牧
）心
筋
梗
塞
で
急
死

Ｆ

ｌ

大
角
さ
ん

の
死
因
と
被
ば
く

延

べ
作
業
時
間
や
作
業
員
数

の

国

か

ら

の
出

稼

ぎ

労

働

者

ら

な
ら
な
い

『
管
理
区
域

入
域
前

の
関
係
は
不
明
だ
が
、
現
場
の

増
加
に
よ
る
事
故
処
理
の
迅
速

で
、
大
半
が
原
発
作
業
の
初
心

教

育

』

は
儀

式

の

よ

う

な

も

労
働
者

に
と

っ
て
最
も
懸
念
さ

化
だ

っ
た
。
そ
れ
が

「
事
故
収

者

。
賃
金
は
日
給
で
八
千
円
か

の
。
テ
キ
ス
ト

に
書

い
て
あ
る

よ
ぅ

丘

】国
の
安
全
対
策
必
要

れ
る
の
は
被
ぼ
く
だ
。
そ

の
線

量

限

度

は

昨

年

十

二
月

十

六

日
、
通
常
時

の

「
一
年

で
五
〇

げ

営
」

「
五

年

で

一
〇

〇

ヂ

営
」
に
一戻
さ
れ
た
。
野

田
首
相

の

「
事
故
収
束

」
宣
言
を
受
け

て
の
措
置
だ
。

限
度
量
は
事
故
直
後
、
特
例

と
し

て

二
五
〇

げヽ
営

へ
と

一
気

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
厚
生
労

働
省

は
当
時
、
国
際
基
準

で
の

重
大
事
故
時

の
被
ば
く
限
度
が

五
〇
〇
、げ
営

で
あ
る
こ
と
な
ど

を
根
拠

に
挙
げ
た
が
、
狙

い
は

東電  協力
企業社員

束
」
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
い
首
相

の
思
惑
も
あ

っ
て
、
通
常
時

の

基
準
に
戻
さ
れ
た

。

東
電
に
よ
れ
ば
、
労
働
者

の

被
ば
く
線
量
は
事
故
直
後
に
は

二
五
〇
．げ
営
を
超
え
る
ケ
ー

ス

も
あ

っ
た
が
、
四
月
以
降
は

一

〇
〇

げヽ
営
以
内
で
推
移
し
て
い

る
と
い
う
。

た
だ

、
現
場

の
声

は
安
全
管

理

へ
の

不

安

で
あ

ふ

れ

て

い

る
。
下
請
け
労
働
者

の

一
人

は

こ
う
語

っ
た
。

「
い
ま
、
現
場
の
七
割
は
全

・り

一
万
三
千

円
ほ
ど
。
年
齢
層

は
就
職
難

の
二
十
代
と
他
の
現

場
を

『
卒
業
』
し
た
六
十
代
が

多
い
」
安
全
管
理
に

つ
い
て
は
名
原

発

で
働
く
前

に
受
け
な
く
て
は

計

※2011年 14月30日現在、東電調べ。
線量は内部被ばくと外部被ばくの合計

醗明朝魏２００超．”‐５０超”嚇‐００超．叫５０超”呻２。超．鰤‐０超．獅

福
島
第
１
原
発
の
作
業
員
の
被
ば
く
線
量

「
お
と
う
ち
ゃ
ん
が
福
島
の

原
発
に
行

く
と
は
知
ら
な
か

っ

た
。
知

っ
て
い
れ
ば
止
め
て
い

た
」
。
静
岡
県
御
前
崎
市
の
ア

パ
ー
ト
で
、
タ
イ
人

の
大
角
カ

ニ
カ
さ
ん
全
し
は
目
に
涙
を
浮

か

べ
た
。

「
お
と
う
ち

ゃ
ん
」
と
呼
ぶ

共

の

大

角

信

勝

さ

ん

＝
当

時

会
ｅ

＝
は
昨
年

五
月
、
福
島
第

一
原
発

で
の
作
業
中

に
亡
く
な

っ
た

。
東
芝

の
四
次
下
請
け

の

作
業

員
だ

っ
た

。
東
電
の
発
表

で
は

、
死
因
は
心
筋
梗
塞
。
作

業
を
始
め
て

二
日
目
の
こ
と
だ

っ
た

。
カ

ニ
カ
さ
ん
と
大
角
さ
ん
は

一
九
九
九
年
、
タ
イ

で
知
り
合

っ
た

。
現
地
人
と
ト
ラ
ブ
ル
に

な

っ
た
大
角
さ
ん
を

カ

ニ
カ
さ

ん
が

「
早
く
ホ
テ
ル
に
戻
り
な

さ

い
」
と
助
け
た

の
が
き

っ
か

想
定

と
非
常
事
態

の
現
場
が

一

致
し

な
い
。
字

の
読

め
な
い
受

講
者

も

い
た
が

、
最
後

の
ペ
ー

パ
ー
テ
ス
ト
は
誰
か
が
代
わ
り

に
書
き
込
ん

で
い
た

」
と
話
す
。

「
そ

の
後

、

羽

場

に

出

る

け
だ
。

一
年
後
に
タ
イ
を
訪
れ
た
大

角
さ
ん
と
再
会
し
、
そ
の
後
、

来
口
。

二
〇
〇

二
年
に
結
婚
し

た
。
大
角
さ
ん
の
仕
事
は
溶
接

工
。
カ

ニ
カ
さ
ん
も
弁
当
製

造

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
。
大

角

さ
ん
は
浜
岡
原
発

（静
岡
県

）

や
志
賀

原
発

（
石
川
県
）
な
ど

で
数
力
月
間
単
位
の
作
業

に
従

事
し
て
き
た
。
昨
年
五
月
、
カ

ニ
カ
さ
ん
に

「
今
度
は
長
い
仕

事
に
な
り
そ
う
だ
」
と
告
げ

て

出
掛

け
た
と
い
う
。

「
お
と
う
ち

ゃ
ん
、
良
か

っ

た
ね
と
話
し
た
。
出
掛
け
る
前

日
に
は
下
着
や
靴
下
、
作
業
着

を
か
ば
ん
に
詰
め
た
。
お
と
う

ち
ゃ
ん

の
爪
や
髪
も
カ

ッ
ト
し

た
」
。
そ
の
日
の
夕
食

に
は
大

角
さ
ん

の
好
き
な
刺
し
身
、
カ

レ
ー
、
肉
じ

ゃ
が
が
食
卓

に
並

ん
だ
。
ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
、
さ

さ
や
か
な
祝
宴
を
開

い
た
。

二
人

に

は

夢

が

あ

っ
た

。

コ

、

二
年
頑
張

っ
た

ら
、

田

ん
ぼ

の
車

（
耕
運
機
）
を
買

っ

て
タ
イ
に
帰
る
こ
と
に
し

て
い

た
。
た

く
さ
ん
の
お
金
は
欲
し

く
な
い
。
普
通
の
生
活
が
幸

せ

と
思

っ
た
」

昨
年

五
月
十

四
日
夕
方
、
カ

ニ
カ
さ
ん
が
携
帯
電
話
の
電

源

を
入
れ
る
と
何
件
も
の
着
信
が

が
、
放
射
線
量
が
高
い
所

で
線

量
を
測
り

つ
つ
、
作
業
員

に
警

収
束
の
現

場

だ

か

ら

作

業

員

が

多

す

ぎ

る
。
そ

の
せ
い
も
あ
り
、
危
険

な
場
所

で
も

マ
ス
ク
を
脱

い
だ

り
、　
一
服
し
て
い
る
作
業
員
も

い
る
。
内
部
被
ば
く
が
心
配
だ
」

弁
当
を
食
べ
た
り
、
喫
煙
す

る
場
所

で
も
、
毎
時

一
二
舒
営

の
放
射
線
量
が
あ
る
と
い
う

。

「
作
業
員
同
士

で
は
線
量

の
話

は
し
な
い
。
し
て
も
仕
方
が
な

い
か
ら
ね
」

こ
の
作
業
員
は

「
い
ま
は
全

国
か
ら
作
業
員
を
か
き
集
め

て

い
る
が
、
夏
に
は
足
り
な
く
な

る
と
業
者

の
親
方
た
ち
は
皆

、

言

っ
て
い
る
」
と
漏
ら
し
た

。

地
元
建
設
業
者
も
そ
の
こ
と
を

認
め
る
。

「
長
年
、
福

島
原
発
に
携
わ

っ
て
き
た
地
元
業
者
は
現
在
、

福

島

第

一
原

発

に

は

行

か

な

い
。
危
な
い
し
、
原
発
以
外

に

も
仮
設
住
宅
建
設
な
ど
の
仕
事

が
あ
る
か
ら
だ

。
全
国

の
原
発

を
渡
り
歩
く
職
人
た
ち
も
福
島

第

一
は
避
け
て
い
る
。
賃
金
が

特

別

よ

い
わ

け

で
も

な

い

の

に
、
わ
ざ
わ
ざ
高

い
線
量
を
限

界
ま
で
浴
び

て
、
他
で
仕
事

を

あ

っ
た

。
夫
を
派
遣
し
た
礎

会
社
か

ら
は

「
大
角
さ
ん
バ

く
な

っ
た
」
と
の
書
き
置
蛍

あ

っ
た
。

翌
日
、
肇
察
署
で
変
わ
ね

て
た
大
角
さ
ん
と
対

面
し
ナ

ア
ゴ

に
黒
い
ア
ザ
が
あ
り
、

に
は
引

っ
か
い
た
よ
う
な
應

あ

っ
た

。
カ

ニ
カ
さ
ん
に
碑

会
社

の
社
長
は

「
五
十
万
円

る
か
ら
タ
イ
に
戻
れ

」
と
≡

た

が

、

カ

ニ
カ
さ

ん

は

栢

だ

。
地

元
の
無
料
法
律
相
郭

知
り
合

っ
た
弁
護
士

と
話
，
，

う
と
、
社
長
か
ら
は

「裏
捌

者
」
と
の
の
し
ら
れ
た
。

カ

ニ
カ
さ
ん
は
七

月
、
構

南

労

働

基

準

監
督

署

に
埓

を
申
請

し
た
。
請
求
申
立
盗

よ
る
と
、
大
角
さ
ん
は
集
的

棄
物
処
理
施
設
内
で
同
僚
＞

さ
約
五
十

ロ
キ
の
工
作
機

械
差

階

か

ら

一
階

に

運

搬

す

ス

中

、
体
調
が
急
変
。
福
島
回

わ
き
市
内

の
病
院
に
約

二
隣

四
十
分
後

に
搬
送
さ
れ
た
バ

間

も

な

く

死
亡

が

確

認

蒸

た
。

「東

電
か
ら
は
何

の
連
塩

な

い
。
お
線
香
ひ
と

つ
送

っ

こ
な
い
し
、
電
話
す

ら
な
【

（
カ

ニ
カ
さ
ん
）
。
東
電
け

角
さ
ん
の
死
亡
と
被
ば
く
の

果
関
係
を

否
定
し
て

い
る
。

す
る
機
会
を
失
い
た
く
な
〔

ら
だ
。
素
人
中
心
で
作
業
奉

て
い
る
が

、
早
晩
、
人
材
社

も
途
切
れ

て
く
る
だ
ろ
う
」

東
電

の
広
報
担
当
者
は
下

け
作
業
員

の
労
働
環
境
や
管

水
準

に

つ
い
て

コ
狐
請
け
企

が
適
切

な
指
導
を
し
て
い
ス

思
う
」
と
説
明
す
る
。
作
撃

の
確
保
に

つ
い
て
は

「
現
騰

で
作
業
員

の
数
に
支
障
は
Ｒ

い
な
い
。
今
後
も
作
業
状
輝

応

じ
、
必
要
な
人
員
を
確
律

て
い
く
」
と
強
調
す
る
。

し
か
し
、
原
発
労
働
者

の

康

問
題

に
取
り
組
む
飯

田
勝

。
東
京
労
働
安
全
衛
生
セ

ン

ー
事
務
局
長
は

「
労
働
者
オ

は
危
険
な
環
境
で
働
か
さ
れ

い

る
。

賃

金
水
眸

は

ダ

ウ

し
、
不
払

い
も
起
き

て
い
る

人
員
確
保
が
難
し
い
状
況

に

り

つ
つ
あ
る
」
と
指
摘
す

る

さ

ら
に
東
電
だ
け

で
は
安

管

理
は
徹
底
さ
れ
な

い
と
し

国

に
対
し

て
し

」
う
求
め
た

「
下
請
け
労
働
者
を
含
め
た

理

体

制

を

つ
く
る
必

要

が

る

。
労
働
環
境
、
労
働
条
件

徹

底
的
に
守

っ
て
い
か
な
け

ば

、
い

つ
終
わ
る
か
分
か

ら

い
事
故
収
束
作
業
に
対
応

で

な

い
」

遺影 を抱 える大角 力 三 カさ

Ｉ
Ｊ

ヽ
い

Ч嘆く妻「東電、連絡もな「低賃金、集まるの 素人
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」
禁

零

饒

聞

畢

癖
信
勝
さ
ん
＝
当
時
会
ｅ
＝
の
遺
族
が
、
横
浜
南

労
働
基
準
監
督
署

（横
浜
市
）
に
労
災
申
請
し
て

い
た
間
悪
で
（
労
基
署
は
二
十
四ヽ
日
、

「短
時
間

０
遇
重
業
務
に
よ
る
過
些
九
」
と
し
て
労
災
認
定

し
た
。
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、，
回
原
発
の
事
故

を
め
ぐ
る
作
業
員
の
過
労
死
認
定
は
初
め
て
。

御
前
崎
の
原
発
作
業
員

業
会
社
に
臨
時
で
雇
わ

え
、
そ
の
約
二
時
間
四
十

れ
、
昨
年
五
月
十

三
日
か

分
後
に
福
島
県

い
わ
き
市

ら
集
中
廃
葉
物
処
理
施
設

で
放
射
性
物
質

に
汚
染
さ

が
、

死

亡

が

確

認

さ

れ

れ
た
水
を
処
理
す
る
配
管

た
。

死

因

は

心

筋

模

塞

場
合
に
よ
つ

工
事
に
従
事
し
た
。

十
二
日
は
未
明
に
宿
舎

を
出
発
し
、
防
護
服
な
ど

「原
発
労
働
者

に
着
替
え
た
後
、
笠

削
六

時
か
ら
三
時
間
、
作
業
に

従
事
。
昼
食
を
取
り
、
年

研
報
に

「未
が
好
き
だ
っ
た
カ

ね
ぎ
ら

レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
り
、

と
悲
し
げ
な
笑
顔
を

安
心
で
き
る
」

，
た
。
福
島

つ
た
ん
だ

っ
た

」

事

故

か

ら

間

も

な

く

一

れ
Ａ
力

一

年
、
ハ， む
週
酷
な
環
境
で

と
涙
を
流
し
て
報
告
し
た
。

物
質
が
付
着
す
る
の
た
防

カ

ニ
カ
さ
ん
は
タ
イ
出
身

で

「優

し
い
共
が
突
然

い
な
く

ぐ
た
め

、
不
織
布
製

の
防

二
〇
〇
二
年
に
結
婚
。
浜
団

原

な
り
、
独
り
ぼ

っ
ち
。
生
活
も

発
な
ど
で
働
く
大
角
さ
ん
と
新

苦
し
く
、
つ
ら
い
毎

日
で
す
」

と
力

手
力
さ
ん
。

労
災
認
定
の

Ｆ

ｒ

二
十
四
口
年
後
四
時
半

さ
ん
が
室
内
で
死
ん
で
い

ご
ろ
、
静
岡
市
清
水
区
八

る
の
を
安
否
確
認
に
来
た

坂
北
、．
契
約
社
員
伊
束
佐

清
水
署
員
が
発
見
し
た
。

ア
パ
ー
ト
で
独
９
暮
ら
し

運
防
の
人
に
よ
る
と
、

伊
東
さ
ん
は
五
、

に
引
っ
越
し
て
き
て
、
二

呵
】

婚
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

大
が
言
島
．に
向
か
ろ
薄

コ心

の
カ

ニ
カ
さ
ん
全
己
が
申

後

三
時

ご
ろ
宿
舎

Ｌ

展
っ

見
し
た
大
橋
昭
共
弁
護
士

が
、
発
電
所
の
事
故
収
束

請
。
申
請
書

に
よ
る
と
、

た
。
翌
十

四
国
も
未
明
に

は

「
こ
れ
で
原
発
で
仕
事

作
業

に
向
け
て
作
業
中

の

大
角
さ
ん
は
元
請
け
の
東

宿
舎
を
出
て
午
前
六
時
か

す
る
人
も
安
心
し
て
働
け
方
が
亡
く
な

っ
た
こ
と
に

対

し
て
、
故
人

の
ご
冥
福

芝
の
四
次
下
請
け
に
当
た

ら
作
業
に
入
っ
た
。
約
四

る
御
前
崎
市
内
の
建
設
作
十
介
後

に
体
調
不
良
を
訴

一ヽ

0時 5

る
と
思
う
」
と
意
義
を
強

調
。
さ
ら
に
～
東
電
と
東

を
お
析
り
す
る
と
と
も

に
、
ご
遠
族
の
方
に
は
謹

ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。
引
一吾
続
き
現
場
作
業

は

「担
当
者

で
き
な
い
」
と

た
と
こ
ろ
、

つ
か
つ
た
。
男
は

一

九
年
入
局
で
海
外
の
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
日
本
語

版
な
ど
を
制
作
す
る
仕
事

を
担
当
し
て
い
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
報
部
は

二
十

四
日
、

「
職
員
が
薬
物
事

自
宅
Ｌ

魃
碕
か

東
京
都
内
の
自
宅

に
麻

薬
を
隠
し
持

っ
て
い
た
疑

い
が
強
ま

っ
た
と
し
て
、

警
視
庁
は
麻
薬
取
締
法
違

反

（
所
持
）
容
疑
で
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
一編
成
局
ソ
フ
ト
開
発

セ
ン
タ
ー
所
属
の
デ

ィ
レ

は

米
国

ハ
ワ
す
る
際
、

分
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
渋
谷
署
に
よ

る
と
、
男
は
十
日
に
出
勤

醐 ,

HELHl

可量ずぎるこ.′や等

◇
…
初
め

は
ゲ

ー
ム
で

息
抜
き
す
る
生
徒
も
い
た

が
、
自
治
会
長
の
小
野
田

一具
心さ
ん
Ｃ
し
が
「仮
設

の
み
ん
な
が
応
援
し
て
る

上
が
る

」

喜
ぶ
。

立てて置ける!くつつかない!
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認識持ち慎重な対策を
飯田勝泰 。東京労働安全衛生センター事

務局長の話 大角信勝さんが亡くなつたの
は、福島第 1原発で事故が起きてから2カ
月目。現場が相当混乱する状況で入つた上、

マスクと防護服を身につけての作業だつ

た。労基署がこうした防題措置に基づく作

業が過酷であると認めたことで、労働管理

にあたって労働者の負担が通常よりも高く

なるとの認訂虎を持ち慎重な対策を取る必要

性に追られる。今後の作業環境に大きな影

響を与えるだろう。

認定の根拠を明らかに
萬井隆令・龍谷大名誉教授 (労働法)の
話 4時間の労働で過労死だと認定される
ケースは非常に珍しい。防護服やマスクを

つけていたとしても、それ以外の大きな精

神的な負荷が大角信勝さんにかかつていた

など、労基署が公表している隊外の要因も

認められた可能性がある。厚生労働省は今

回の認定をどのようなI艮拠で行つたのか明

らかにすべきだ。原発労働者に今回のケー

スを一般1ヒしてヽヽく方針なのか、注目して
いる。

歓迎すべき処分決定
椛島敏雅弁護士 (福岡県弁護士会)の話
労働者の健康と生命を守る上で歓迎すべ

き処分決定だ。これまで原発労働者につい

ては自血病やがんなどでわずかに労災認定

が認められていたが、心臓疾患による認定

は一例もなかつた。私が訴訟の代理人にな

つた原発労働者の話では、作業効率を高め

るためマスクや線量計をはずして作業に当

たることもあるという。使用者には労働者

に対する安全配慮義務があるにもかかわら

ず、あまりに過酷だ。

「
安心して原発収束作業」Ｊ

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
視
祭
ヘ

浜
岡
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
在
り
方
参
考
に

月
間
来
訪
が
を
事
島
知
福

川
勝
平
太
知
事
は
２４

日

の
定
例
記
者
会
見
で
、
３

月

３

日

に

福
島

県

を

訪

れ
、
東
京
電
力
福
島
第

１

原

発

の
南

約

２０

言

に

あ

り
、
復
旧
作
業
の
拠
点
と

な

っ
て
い
る

「
Ｊ
ブ

ィ
レ

ッ
ジ
ス
福
島

県
檜
葉
町
）

を

視

察

す

る

と
発

表

し

た
。

川
勝
知
事
は
、
中
部
電

力
浜
岡
原
発

（御
前
崎
市
）

か
ら
約
２
す
に
位
置
す
る

オ

フ
サ

イ

ト

セ

ン

タ

ー

（
原
子
力
災
善
対
策
拠
点

施
設
）
に

つ
い
て

「
原
発

か
ら
近
す
ぎ
る
」
と
し
て
、

約
２０
ざ
離
れ
た
静
岡
空
港

へ
移
転

さ
せ
る
考
え
を
持

っ
て
い
る
。

川

勝

知

事

は

会

見

で

「
Ｊ
ヴ

ィ
レ

ッ
ジ
は
原
発

事
故
対
策
の
拠
点
で
、
警

戒

区
域

と

の

境

界

に

あ

る
。
浜
岡
の
オ
フ
サ
イ
ト

セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
に

つ

い
て
も
参
考
に
な
る
と
思

う

の
で
自
ら
出
か
け
る
こ

と

に
し
た
」
と
競
明
し
た
。

県
危
機
管
理
部
の
勲
員
と

約
１
時
間
、
視
察
す
る
予

定
だ
と
い
う
。

Ｊ
ヴ

ィ
レ

ツ
ジ
は
サ

ッ

カ
ー
練
習
施
設
を
福
島
第

１

原
発
の
復
旧
作
業
の
前

線
基
地
に
転
用
し
、
現
在
、

東

電
の
社
員
ら
約
３
６
０

人
が
滞
在
し
て
い
る
。

【平
林
由
梨
】

東
京

電
力

福
島

第

１
原
発
事
故

の
収

束
作
業

中

に
死
亡

し
た

御
前
崎
市

の
配
管

工
、
大
角

信
勝

さ

ん

（
当
時

６０
歳
）
が

労

災
認
定
を
受

け
た
こ
と

に

つ
い
て
、
遺
族
代

理
人

の
大
橋

昭
夫

弁
護
士

は
２４

日
、
静

岡
市

の
県
庁
内

で
記
者

会
見
を
開

き
、

「
こ

の
種

の
事

件

で
早
く
救
済

し
た

い
と

い
う
考

え
が

労
基

署

に
も
あ

っ
た

の
だ

ろ
う
。
作
業
員
も
安
心

し

て
作
業

が

で
き
る

の
で

い
い
こ
と
だ
と

思
う
」

と

述
べ
、
横
浜
南
労
働
基

半
監

督
署
や

厚
生

労
働

省

の
判
断
を

評
価
し

た
。
２８

日
に
も
週
族
と

と
も

に

記
者

会
見

し
、
今

後
の
方
針
を
表

明
す

る
と

い

つヽ
。

【西
嶋
正
信
、
仲

田
力
行
、
平
林
由
梨
】

労
基
署
な
ど
判
断
評
価

殖族献
ぱ

２８
日
会
見
し
方
針
表
明

河
津
桜
が
開
花

２
分
咲
き
寒
波
で
大
幅
遅
れ

県
内
が
暖
か
い
陽
気
に

包
ま
れ
た
２４
日
、
河
津
町

の

河

津

桜

が

咲

き

始

め

た
。
同
町
田
中
の
民
家
に

あ
る
河
津
桜
の
原
木
は
２

分
咲
き
。
訪
れ
た
観
光
害

は
盛
ん
に
カ
メ
ラ
や
携
帯

電
話
で
撮
影
し
て
い
た
。

早
咲
き
桜
と
し
て
知
ら

れ
、
例
年
、
２
月
中
旬
に

は
見
る
ろ
を
迎
え
る
河
津

桜
だ
が
、
今
年

の
寒
波
で

開
花
が
大
幅
に
遅
れ
て
い

た
。 大

橋
弁
護
士
は
模
浜
南

労
基
署
の
担
当
者
か
ら
、

当
初
は
昨
年
内
に
結
論
が

．出

る
と

説

明

さ

れ

て

い

た
。
決
定
が
２
月
に
ず
れ

込
ん
だ
こ
と
に

つ
い
て
、

同
労
基
署
か
ら

「本
省
（
厚

労
省
）
に
労
災
認
定
の
方

待

っ
て
い
る
」
と
告
げ
ら

れ
て
い
た
と
い
う
。

今
回
の
決
定
に

つ
い
て

「厚
労
省
も

（労
災
認
定

を
）
覆
さ
な
か

っ
た
。
重

大
な
事
故
だ
と
い
う
認
識

が
あ
り
、
救
済
し
な
い
と

収
束
作
業
に
も
影
響
す
る

・と

考

え

て

い

た

の

だ

ろ

う
。
常
識
的
な
線

で

（結

論
が
）
出
た
の
で
あ
り
が

た
く
思
う
」
と
述

べ
た
。

「
こ
れ
で
収
束
作
業
現

場
の
職
場
環
境
も
あ
る
程

度
改
善

さ
れ
る
だ
ろ
う
。

作
業
員
は
防
護
服
や

マ
ス

ク
を

つ
け
て
働
く
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
か
ら
暖
か
く

な
り
、
誰
も
が
事
故
に
週

う
可
能
性
が
あ
る
中
で
、

作
業
員
に
減
ま
し
を
与
え

る
結
果
だ
」
と
し
た
。

大

橋

弁

護

士

に

よ

る

と
、
遺
族
の
大
角
カ

ニ
カ

さ
ん

（
５３
）
は

「
言
葉
は
わ

か

っ
て
も
日
本
語
の
読
み

奮
き
が
で
き
ず
生
活
が
不

安
。
夢
枕
で
大
角
さ
ん
が

『
こ

っ
ち
に
来

い
』
と
言

っ
て
い
る
」
と
話
し
て
い

る
と
い
う
。

元
請
け
会
社

へ
の
損
害

賠
償
請
求
訴
訟
を
起
こ
す

可
能
性
に

つ
い
て
、
大
橋

弁
護
士
は

「基
本
的
に
は

遺
族
が
決
め
る
。
労
災
が

認
め
ら
れ
た
後
の
こ
と
は

深
く
話
し
て
い
な
い
」
と

述
べ
、
交
渉
に
よ
る
解
決

が
望
ま
し
い
と
し
た
。

前
年
度
比
０
・
６
％
減

一
般
会
計
８７
億
円

下
田
市
予
算
案

下
田
市
は
２４
日
、
１２
年

度
当
初
予
算
案
を
発
表
し

た
。

一
般
会
計
は
１１
年
度

当
初
比
Ｏ

・
６
笏
減
の
８７

億
４
５
０
０
万
円
。
石
井

直
樹
市
長
の
任
期
が
７
月

４
日
ま
で
の
た
め
、
骨
格

予
算
と
な

っ
た
。
９
特
別

会
計
を
合
わ
せ
る
と
、
同

２

・
６
″
増
の
１
７
２
億

６
０
８
７
万
円
だ

っ
た
。

東
日
本
大
優
災
に
よ
る

観
光
不
振
で
市
税
が
同
１０

・
６
笏
減
の
２７
億
６
７
６

０
万
円
の
見
込
み
で
、
財

政
調
整
基
金
か
ら
過
去
最

リ
エ
ア
環
境
評
価

準
備
警
は
来
秋
に

Ｊ
Ｒ
が
知
事

に
報
告

リ

エ
ア
中
央
新
幹
線
建

設
計
画
を
進
め
る
Ｊ
Ｒ
束

高
の
４
億
２
７
８
７
万

を
繰
り

入
れ
た
。
苅
調
一

金
の
職
高
は
２
億
８
２

０
万
円
と
な

っ
た
。

歳
出

で
は
、
生
活
保

貫
が
５
億
８
４
４
万
円

当
初
予
算
ベ
ー
ス
で
初

て
５
億

円
合
に
乗
り
、

び
率
も
同
１０

・
５
笏
増

津
波
防
災
事
業
ト

９
億
７８５５
万
円
盛
フ

吉
田
町
予
算

吉
田

町
は
２４
日
、
１２

度
当
初

予
算
案
を
発
表

た
。
　
一
般
会
計
は
前
年

比
８

，
７
笏
増
の
９７
億

３
０
０

万
円
で
過
去
最

規
模
と
な

っ
た
。
昨
年

境
影
響
評
価
の
準
備
奮

来
秋
に
も
公
表
す
る
考

を
示
し
た
。

川
勝
知
事
は

「
県
全

に
と

っ
て

（
工
事
予
定

間
の
）
南

ア
ル
プ

ス
は

士
山
と
並
ぶ
財
産
。
生

系
全
体

に
影
響
が
出
る

で
、
万
全
の
配
慮
を
願

た
い
」
と
要
請
。
ト
ン

ル
掘
削
や
斜
坑
設
置
に

い
大
量
に
出
る
と
さ
れ

元
南
伊
豆
町
議
一

横
領
容
疑
再
逮
い

総
額
２０００
万
円

下
田
署
は
２４
日
、
神

川
県
素
野
市
北
矢
名
、

南
伊
豆
町
議
の
無
職
、

坂
好
明
容
疑
者

（
４８
）
Ｈ

・
針
を
上
げ
て
い
て
判
断
を

横
浜
南
労
塁
署
か
ら
労
災
認
定

の
報
告
が
あ
っ
た
経
線
を
説
明

す
る
大
橋
昭
夫
弁
腫
士

海
は
２４
日
、
同
社
中
央
新

幹
線
推
達
本
部
の
岩
田
真

副
本
部
長
が
県
庁
を
訪
れ

て
川
勝
平
太
知
事
と
面
談

し
、
県
内
の
工
事
予
定
区

間
に
つ
い
て
具
体
的
な
環

２
分
咲
き
に
な
っ
た
河
津
桜
の
原
木
は
、
撮
影
す
る
人
た
ち
で
人
だ
か
り
が
で
き
た
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太平洋

広
野
IC

福島

ピ〃 プラス



聞日毎 新

原発作業労災
ｍ
四
国
〕
島
線
隊
囀
効
範

哄
の
収
東
作
業
中
に
死
亡

υ
た
労
働
者
に
対
し
、
初

ワ
労
災
認
定
を
し
た
横
浜

円
労
働
基
準
監
醤
署
は

「難
し
い
判
断
を
迫
ら
れ

に
」
と
い
う
。
収
東
作
業

は
今
後
３０
～
４０
年
続
く
と

り
ら
れ
て
お
り
、
専
門
家

は
今
回
の
決
定
が
作
業
現

笏
の
環
境
改
善
に
大
き
な

心
筋
梗
塞
（こ
う
そ
く
）

で
死
亡
し
た
大
角
信
勝
さ

ん

（当
時
６０
歳
）
は
２
日

間
で
計
約
４
時
間
弱
の
作

業
に
当
た

っ
た
。

厚

生

％

働

省

に

よ

る

と
、
脳
や
心
臓
疾
患
に
よ

る
労
災
の
認
定
基
準
は
①

長
期
間
の
過
重
業
務
②
短

期
間
の
過
重
業
務
①
異
常

な
出
来
事
―
―
の
少
な
く

と
も

一
つ
に
該
当
す
る
場

合
。
遺
族
は
今
回
、
現
場

に
放

射

性

物

輿

が

飛
散

し
、
防
護
服
を
着
用
し
た

過
酷
な
作
業
だ

っ
た
と
し

て
②

を
重

点

的

に
主

張

し
、
認
め
ら
れ
た
。
原
発

労
働
に
詳
し
い
萬
井
隆
令

ｅ
龍
谷
大
名
誉
毅
授

（労

働
法
）
は

「４
時
間
の
％

働
で
過
労
死
と
認
定
さ
れ

る
ケ
ー
ス
は
非
常
に
珍
し

い
」
と
話
す
。

遺
族
側
は
他
に
も
、
救

急
体
制
の
不
備
に
よ
る
救

護
の
遅
れ
や
、
放
射
線
被

ば
く
に
よ
る
死
亡
の
可
能

性
な
ど
も
指
摘
し
た
が
、

代
理
人
の
大
橋
昭
夫
弁
護

士
に
よ
る
と
労
基
署
は
そ

れ
ら
を
考
慮
せ
ず
、
労
働

環
境
の
過
酷
さ
の

一
点
で

認
定
を
下
し
た
。

原
発
作
業
員
が
過
酷
な

環
境
で
働
い
て
い
る
こ
と

を
国
が
認
定
し
た
今
回
の

判
断
ば
、
原
発
作
業
員
の

労
働
災
書
に
つ
い
て
救
済

の
道
を
広
げ
る
画
期
的
な

も
の
と
い
え
る
。

【西
嶋
正
信
】

ん
の
労
災
申
請
が
認
め
ら

れ
た
２４
日
、
妻
カ
ニ
カ
さ

ん
（
５３
）
は
静
岡
県
御
前
崎

市
の
自
宅
／
パ
ー
ト
で
夫

の
遺
影
に
語
り
か
け
た
。

「弁
護
士
の
先
生
か
ら

は
１
月
に
結
果
が
出
る
か

も
と
言
わ
れ
た
が
、
延
び

て
ぃ
た
。
と
て
も
う
れ
し

い
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

報
道
陣
に
囲
ま
れ
、
夫

に
ど
う
報
告
し
た
い
か
質

問
さ
れ
た
カ
ニ
カ
さ
ん
は

「み
ん
な
の
お
か
げ
で
お

父
さ
ん
が
救
わ
れ
た
」
と

涙
ぐ
ん
だ
。

信
勝
さ
ん
は
４
次
下
請

影
響
を
与
え
る
と

， 。

み
て
い

４
時
間
従
事
で
異
例
の
認
定

妻
「
救
わ
れ
た
」

「お
父
さ
ん
、
や

っ
た

ょ
」
―
―
。
大
角
信
勝
さ

(土 )2012年 (平成24年 )2月 25日

11月 ～ 12年
[モ ニタリン
実施したエリ

放
射
線
詳
細
地
図
を
公
表

中
間
双
葉
で
毎
時
８９
・９
舒
営

東
京
電
力
福
島
第
１
原

発
事
故
の
除
染
に
取
り
組

む
環
境
省
は
２４
日
、
国
直

轄
で
実
施
す
る

「除
染
特

別
地
域
」

（福
島
県
の
■

市
町
村
）
を
対
象
に
し
た

詳
細
な
放
射
線
量
調
査
の

中
間
結
果
を
公
表
し
た
。

同
地
域
を
線
量
に
よ

っ
て

３
区
分
し
、
除
染
計
画
を

立
て
る
た
め
の
基
礎
デ
ー

タ
と
す
る
。
調
査
範
囲
で

の
最
高
値
は
福
島
県
双
葉

町
山
田
の
毎
時
８９

・
９
窃

営

（自
然
被
ば
く
を
除
い

た
年
間
追
加
被
ば
く
量
は

４
７
２

・
３

リミ
営
）
だ

つ

た
。汚

染
状
況
の
把
握
は
こ

れ
ま
で
主
に
文
部
科
学
省

年間被ばく線量
(ミリ綸卜/年)
■
圏 50～

IⅢ 20～ 50

圏

〓1～ 20
閣

■ ～ 1

■

福
島
第
１
原
子
力
発
曜
所

吻選辮
ない範囲

― 警戒区劫

20~計画的避難
〔m  区域

浪江田」津島仲沖
(30キロ西北西)

50.190
(20日現在)

手七郎
(31キロ北西)

浪江町赤宇木 117.580

(20日現在)

飯舘村長泥  (33キロ北西) ９６０
醐
・

日

６

Ｑ

いわき市生和町差塩
(39キロ南西)

３９‐
醐

・

日

葛尾村上野川 (31キロ西北西) ４８０醐
‐７
．帥

福島市杉妻町 (62キロ北西)
4.284
(20日現在)

福島第 1

◆大気中の環境放射線量◆
部道府県 ~23日

３４

‐４

４６

６９

５４

瀧
森
手
城
田

北
青
岩
宮
秋

‘※救瑯酬孵鵬繊時

０７８
０７０
０５６
０８９
０７２
隅

０

．
０

．
０

．
０

，
０

．
θ

．

重
賀
都
阪
庫
良

コ三
滋
京
大
兵
奈

け
の
御
前
崎
市
内
の
建
設

会
社
か
ら
派
遣
さ
れ
て
お

り
、
元
請
け
の
東
芝
か
ら

は
見
舞
金
も
な
か

っ
た
。

下
請
け
の
建
設
会
社
の
社

長
か
ら
は

「５０
万
円
や
る

か
ら
タ
イ
に
帰
れ
」
と
言

わ
れ
、
補
償
の
話
も
な
い

ま
ま
。昨
年
７
月
、労
基
署

に
労
災
を
申
請
し
た
『
弁

当
店
で
パ
ー
ト
と
し
て
働

く
カ
ニ
カ
さ
ん
は
生
活
に

困
窮
し
て
い
る
。
元
請
け

会
社
な
ど
と
の
今
後
の
交

渉
に
光
が
差
し
、
カ
ニ
カ

さ
ん
は

「お
父
さ
ん
が
好

き
だ

っ
た
タ
イ
の
刺
し
身

を
買

っ
て
、
喜
び
を
分
か

ち
合
い
た
い
」
と
話
し
た
。

【平
塚
雄
太
、
西
嶋
正
信
】

栃
木

の
渓
流
魚

か
ら

基
準
値

超

セ

ン
ウ

ム

解
禁
延
期
要
請

栃
木
県
は
２４
日
、
県
内

の
５
河
川
で
採
取
し
た
ヤ

マ
メ
と
イ
ワ
ナ
か
ら
１
∫

当
た
り
１
５

‐
５
～
２
６
９

疹
の
放
射
佐
セ
シ
ウ
ム
を

検
出
し
た
と
発
表
し
た
。

４
月
か
ら
導
入
さ
れ
る

一

2マ ′́  叢 湮 刀 与 f白 ハ lて,テL

１
月
の
実
測
値
と
文
科
省

や
内
閣
府
の
デ
ー
タ
を
総

合
し
、
計
約
１
２
５
平
方

∫
房
の
線
量
分
布
図
を
作

製
し
た
。
　
　
　
　
　
ヽ

環
境
省
は
１
月
に
公
表

し
た
除
染
工
程
表
で
、
原

発
２０
ざ
圏
内
の
警
戒
区
域

と
、
そ
の
周
囲
の
計
画
的

避
難
区
域
か
ら
な
る
除
染

特
別
地
域
を
線
量
に
応
じ

て
３
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ

宮
城
、福
島
２
町
も

巨

氣

可

垂

也

咤

二

に
適
し
た
除
染
を
進
め
る

と
し
た
。
今
回
の
調
査
結

果
を
基
に
、
３
区
分
の
境

界
を
特
定
す
る
。

環
境
省
は
３
月
中
に
最

終
結
果
を
ま
と
め
る
。
中

間
結
果
は
環
境
省
の
ホ
ー

ム

ペ
ー
ジ

（ゴ
岸
も
導
ギ

ヨ
コ
戸
①
β
く
・ｍ
Ｏ
」
．∪
＼〕
弓

①
∽
コ
ド
）壻
①
∽
∽
・Ｕ
す
∪
・ゃめ

①
ュ
出
＝
牌卜
∞
Ｎ
ｅ

で
見

ら
れ
る
。

【藤
野
基
文
】

地
方
の
８
県
１
０
２
市
町

村
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、

科学技術賞
一　

映
画
保
存
用
の
一

一
ル
ム
を
開
発
し
た
一

・
ム

（本
社

・
東
京
一

隆
社
長
）
が
、
米
一

寅
科
学
技
術
賞
を
筆

授
賞
式
は
２６
日

（［

日
）
の
主
要
部
門
に

１１
日
（同
１２
日
）
に
な

受
賞
対
象
と
な

い

１０
年
に
販
売
を
開
仏

Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｒ
〔

質
の
美
し
さ
と
、
胴

５
０
０
年
程
度
と
二

一ヽヽヽ
「ア力ア
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原
子
力
損
害
賠
償
支
援

機
構
と
東
電
が
３
月
に
ま

と
め
る
総
合
特
別
事
業
計

画
に
盛
り
込
む
方
針
だ
。

政
府
は
東
電
に
公
的
資
本

を
注
入
し
、
議
決
権
を
最

大
３
分
の
２
超
ま
で
取
得

す
る
方
針
で
、
経
営
形
態

を
委
員
会
設
置
会
社
に
移

行
し
て
経
営
監
視
体
制
を

強
化
し
、
「新
生
東
電
」
を

ア

ピ

ー

ル

し

た

い
考

え

だ
。
既
に
退
任
す
る
意
思

を
表
明
し
て
い
る
勝
倶
会

長
の
後
任
は
、
民
間
企
業

経
営
者
を
軸
に
外
部
か
ら

登
用
す
る
方
向
で
調
整
を

進
め
て
い
る
。
進
退
を
明

ら
か
に
し
て
い
な
い
西
沢

俊
夫
社
長
と
残
る
１５
人
の

取
締
役
に
も
退
任
を
求
め

る
。会

長
以
外
の
新
経
営
陣

に

つ
い
て
、
政
府
や
支
援

機
構
で
は

「電
気
事
業
や

福
島
第
１
原
発
事
故
の
賠

償

の

継

続

性

の
観

点

か

ら
、
東
電
内
の
若
い
世
代

か
ら
選
ぶ
べ
き
だ
」
と
い

う
声
が
強
い
。
支
援
機
構

な
ど
が
東
電
本
社
の
各
本

部
副
本
部
長
や
部
長
、
支

店
長
ク
ラ
ス
な
ど
執
行
役

員
か
ら
人
選
を
進
め
て
い

る
。現

在
、
社
長
、
会
長
ら

が
無
給
で
そ
の
他
の
取
締

役
も
大
幅
に
カ

ッ
ト
さ
れ

て
い
る
役
員
報
酬
に

つ
い

て
は
見
直
す
方
針
だ
。

委

員

会

設

置
会

社

で

は
、
株
主
総
会
に
提
出
す

昨
年
５
月
、
東
京
電
力

権
請
顧
蘊
謡

死
亡
し
た
静
岡
県
御
前
崎

市
の
配
管

工
、
大
角
信
勝

さ
ん
（当
時
６０
歳
）
に

つ
い

て
、
横
浜
南
労
働
基
準
監

督
署
は
２４
日
、
「短
時
間
の

過

重

業

務

に

よ

る

過

労

AI」 投資顧問

路
ξ

新
任
は
半
減

政
府
は
２４
日
、
東
京
電
力
の
取
締
役
１７
人
全
員
を
６
月
の
株
主
総
会
で
還
任

さ
せ
る
方
向
で
調
整
に
入
っ
た
。
１
兆
円
規
模
の
公
的
資
本
注
入
に
伴
う
経
営

責
任

イを
明
確
に
す
る
に
は
、取
締
役
全
員
の

一
斉
退
任
が
不
可
欠
と
判
断
し
た
。

勝
侯
恒
久
会
長
ら
は
退
職
金
も
放
棄
さ
せ
る
。
ま
た
、
取
締
役
の
数
は
半
減
さ

せ
る
方
向
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（２
面
に
関
連
記
事
）

日
竿
ブ
最

高
リ
ス
ク
「売
り
」駆
使

企
業
年
金
を
中
心
に
約

一
の

「売
り
」
を
駆
使
し
た

一
預
け
れ
ば
、

一
定
階
率
で

一
ク
や
茉
ヨ
ペ
代
震
疑
ご
受

薪柳漸躍卵
「選離名．鞘節一帷惜謄枷齢懃す。鞠
「行盤

福島第 1

「平
均
」の
考
え
方

大
学
生
の
２４
％
誤
答

米
朝
核
協
議

平
行
線
の
ま
ま
　
　
２

シ
リ
ア
反
体
制
派
支
援
へ
会
合

　

３

「君
が
代
」
不
起
立
教
員
８
人

処
分
ヘ

広
島
母
娘
３
人
殺
害

無
罪
確
定
ヘ

酬
委
員
会
」
、
取
締
役

・

執
行
役
の
職
務
執
行
を
監

査
す
る

「監
査
委
員
会
」

を
取
締
役
会
内
に
設
置
す

る
。
各
委
員
会
メ
ン
バ
ー

の
過
半
数
は
社
外
取
締
役

が
占
め
る
。
り
そ
な
グ
ル

ー

プ

の

実

質

国
有

化

で

も
、
当
時
の
頭
取
、
副
頭

取
ら
が
退
任
し
、
会
長
に

Ｊ
Ｒ
束
日
本
出
身
の
細
谷

英

二
氏
を
招
請
し
、
委
員

会

設

置
会

社

に
移

行

し

た
。
枝
野
幸
男
経
済
産
業

相
は
、
１
兆
円
規
模
の
公

的
資
本
注
入
の
前
提
と
し

て
「経
営
責
任
の
明
確
化
」

を
東
電
側
に
強
く
要
請
し

て
き
た
。

枝
野
経
産
相
は
、
資
本

注
入
が

「単
な
る
東
電
救

済
」

（政
府
関
係
者
）
と

受
け
取
ら
れ
な
い
た
め
に

は
、
会
長
と
社
長
だ
け
で

は
な
く
全
取
締
役
退
任
に

よ
る
経
営
陣
の
刷
新
が
必

要
と
判
断
し
た
模
様
だ
。

【立
山
清
也
、
野
原
大
輔
】

シ
フ
ト
に
入
り
、
汚
染
水

の
処
理
機
材
を
設
霞
す
る

た
め
、
集
中
廃
棄
物
処
理

施
設
の
配
管
工
事
な
ど
を

担
当
。
２
日
目
の
１４
日
午

前
６
時
５０
分
る
ろ
、
特
殊

の
こ
ぎ
り
を
運
搬
す
る
途

中
で
倒
れ
た
。

２
日
間
で
計
４
時
間
弱

の
作
業
だ

っ
た
が
、
代
理

人
の
大
橋
昭
夫
弁
護
士
に

よ
る
と
同
労
基
署
は

「防

護
服
、
防
護

マ
ス
ク
を
装

備
し
た
不
自
由
な
中
で
の

深
夜
か
ら
早
朝
に
わ
た
る

過
酷
労
働
が
、
特
に
過
重

な
身
体
的
、
精
神
的
負
荷

と
な
り
心
筋
梗
塞
を
発
症

さ
せ
た
イ
と
認
め
た
。

５

８

９

１５

労
災
申
請
し
て
い
た
大

角
さ
ん
の
タ
イ
人
の
妻
カ

ニ
カ
さ
ん
（
５３
）
は
今
後
、

東
電
と
東
芝

に
安
全
配
慮

義
務
違
反
が
あ

っ
た
と
し

て
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
も

視
野
に
、
企
業
側
と
交
渉

す
る
と
し
て
い
る
。
大
橋

弁
護
士
は

「収
東
作
業
の

従
事
者
に
励
ま
し
を
与
え

る
結
果
」
と
評
価
し
た
。

【西
嶋
正
信
、
平
林
由
梨
】

原
発
労
働
者
の
健
康
問

題
に
取
り
組
む
飯
田
勝
泰

が
過
酷
と
認
定
し
た
こ
と

で
、
一雇
用
す
る
側
は
労
働

者
の
疲
れ
異
合
な
ど
に
よ

り
配
慮
す
る
必
要
性
に
迫

ら
れ
る
。
原
発
事
故
の
収

束
作
業
現
場
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
判
断
だ
。

い
る
が
、
首
相
は

「解
散
う

ん
ぬ
ん
と
い
う
話
は
念
頭

に
な
い
」
と
語

っ
た
。
消
費

増
税
を
め
ぐ
る
与
野
党
協

議
に
関
し
て
も

「成
案
を

得
る
よ
う
な
努
力
を
や

っ

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

首
相
は
衆
院
の
１
票
の

格
差
是
正
が
遅
れ
て
い
る

こ
と
に

つ
い
て

「
一
日
も

早
く
解
消
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
な
る
べ
く
早
く

合
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
強
調
し
た
。
４
月

に
予
定
さ
れ
る
原
子
力
規

制
庁
発
足
前
の
原
子
力
発

吉
代

聾
ツ
フ
ト
の
パ
プ
レ
ミ
ウ

前

だ
。

る
男
ら

扉
の
前
に
も
や
は
り
梶
棒
を
持

う

原発
収
東
作
業
死
は労
災

横
蕃
藝
孔
短
時
間
の
過
重
業
務
」

死
」
だ

っ
た
と
し
て
労
災

認
定

す

る

こ

と

を

決

め

た
。
遺
族
の
代
理
人
弁
護

士
が
明
ら
か
に
し
た
。
こ

れ
ま
で
同
原
発
の
収
束
作

業
中
に
大
角
さ
ん
ら
４
人

が
死
亡
し
て
い
る
が
、
労

災
認
定
さ
れ
た
の
は
初
め

て
。
（
２７
面
に
関
連
記
事
）

元
請
け
の
東
芝
な
ど
に

よ
る
と
、
大
角
さ
ん
は
、

東
電
か
ら
収
束
作
業
を
請

社説
碁・将模
オピニオン
くらしナビ

みんなの広場 15
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首
相
「小
沢
元代
表
を
説
得
」

消
費
増
税
法
案
来
月
提
出
を
強
調

軍
勢
が
立
ち
は
だ
か
る
。
男
ら
は
梶
棒
を
ミ

金
色
の
ひ

つ
ぎ
に
入

っ
た
オ
シ
リ
ス
像
を
講

込
も
う
と
す
る
▲
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
の

「起
消

れ
る
戦

い
の
祭
礼
だ
。
は
て
何
だ
ろ
う
。
キ

得
い
た
だ
け
な
い
だ
ろ
う
が
、
野
球
と
い
ヽ

隆
さ
ん
の

「
ベ
ー
ス
ポ
ー
ル
の
詩
学
」

（諾

術
文
庫
）
が
紹
介
す
る
Ｒ

・
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
レ

人
の
著
書
は
梶
棒
を
バ

ッ
ト
、
神
像
を
ボ
ー

源
に
見
立
て
た
▲
さ
ら
に
怪
し
い
野
球
の
エ

起
源
説
は
米
国
の

「
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
百
科
車

あ
る
と
い
う
。
司
祭
が
そ
の
年
の
作
柄
を
占

に
台
の
上
に
霞
い
た
ボ
ー
ル
を
テ
ィ
ー
バ

ツ

グ
の
よ
う
に
打

っ
た
と
い
う
話
だ
。
飛
び
方

て
豊
凶
を
占

っ
た
た
め
司
祭
は
特
打
ち
に
励

の
オ
チ
も
あ
る
▲
だ
が
こ
れ
ら
の
儀
礼
が
訪

と
死
に
ゆ
く
冬
の
戦
い
を
表
し
、
春
の
開
幕

行
事
だ
と
間
け
ば
、
怪
し
げ
な
説
に
も
に
わ

し
み
が
わ
く
。
何
し
ろ
野
球
に
よ

っ
て
春
の

こ
と
ほ
ぐ

「球
春
」
な
ど
と
い
う
言
葉
を
生

れ
ら
日
本
人
だ
▲
よ
う
や
く
春
め
い
た
陽
気

国
か
ら
ダ
ル
ビ

ッ
シ

ュ
有
投
手
の
キ

ャ
ン
プ

ニ

ュ
ー
ス
が
華
々
し
く
伝
え
ら
れ
た
。
国
内

球
団
の
キ

ャ
ン
プ
情
報
も
今
年
の
新
戦
力
た

動
を
伝
え
る
。
来
月
の
セ
ン
バ
ツ
出
場
校
で

園
の
晴
れ
舞
台
を
間
近
に
、
懸
命
な
練
習
が

さ
れ
て
い
よ
う
▲
伸
び
る
日
脚
と
共
に
新
た
ヽ

の
サ
イ
ク
ル
を
起
動
さ
せ
て
く
れ
る
野
球
の
・

も
ち
ろ
ん
春
が
来
る
の
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ば
か
一

な
い
。
今
季
の
豊
か
な
収
穫
を
め
ざ
す
さ
ま
ト

「特
打
ち
」
も
始
ま

っ
て
い
よ
う
。
　

２
０
１
ク

つ マ ン ・

掻2璽雰
禦鼈畜製
曇暫贔董署に セ

野

田

佳

彦

首

相

は

２４

日
、
内
閣
記
者
会
の
イ
ン

タ
ピ

ュ
ト
に
応
じ
、
消
費

増
税
に
反
対
し
て
い
る
民

主
党
の
小
沢

一
郎
元
代
表

と
会
談
す
る
可
能
性
に
つ

い
て

「政
府

・
与
党
が
ま

と
ま

っ
て
対
応
す
る
時
に

必
要
な
場
合
に
は
、
ど
な

た
で
も
お
願
い
し
た
り
、

説
得
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
あ
る
」
と
述
べ
、
前
向

き
な
意
向
を
示
し
た
。
そ

の
上
で
税
制
の
抜
本
的
改

革
を
行
う
た
め
、
■
年
度

ま
で
に
必
要
な
法
判
上
の

措
置
を
語
ず
る
と
し
た
改

正
所
得
税
法
の
付
則
１
０

４
条
の
規
定
に
浩

っ
て
、

消
費
増
税
法
案
を
３
月
末

①

wYw hattta‐sh9es co jp   s II O E S
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愛されて60年

日本製です

東日本大震災核災

者と全国を結ぶ「希

置再
gま
写F26

■■きようの夕刊

東京すみずみ歩き

戦争で一変した氏「)宅街
ιうよι

第4回絹谷幸三賞決定
35歳以下の着手画家を応援し、具
象絵画の可能性を広げることを目指
す第4回絹谷幸二賞の受賞者が決ま
りました。画家、絹谷幸二さんの協
力で08年度に創設した賞です。贈呈
式は3月 16日、東京都千代田区の如
水会館で行います。

後藤靖香氏

指田菜穂子氏
,(6面に後藤さんの「ひと」、3
月15日朝刊に特集を掲載予定)

主催 毎日新聞社
協賛 三井物産株式会社

絹谷幸三賞

奨励隻
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包
削
崎
市
翌
剃
田
の
配

管
工
大
角
信
勝
さ
ん
Ｈ
当

時
（６０
）Ｈ
が
東
京
電
力
福

島
第
■
原
発
の
廃
棄
物
処

理
施
設
で
の
作
業
中
、
心

筋
梗
塞
で
死
亡
し
た
事
故

で
、
横
浜
南
労
働
基
準
監

督
署
は
１４
日
、
「過
労
死
」

と
し
て
労
災
認
定
し
た
。

同
日
午
後
、
大
角
さ
ん
の

妻
カ
ニ
カ
さ
ん
（
５３
）
Ｈ
タ

イ
国
籍
Ｈ
の
代
理
人
を
務

め
る
大
橋
昭
夫
弁
護
士

が
、
同
労
基
署
か
ら
電
話

連
絡
を
受
け
た
。

大
橋
弁
護

士

に
よ
る

と
、
同
原
発
事
故
の
収
東

作
業
中
の
死
亡
事
故
で
、

労
災
認
定
が
下
り
た
の
は

全
国
で
初
め
て
。

同
労
基
署
の
担
当
者
は

大
橋
弁
護
士
に
対
し

「防

護
服
を
着
た
上
で
、
深
夜

か
ら
早
朝
に
か
け
て
過
酷

な
労
働
を
し
た
こ
と
が
、

過
重
な
身
体
的

・
精
神
的

負
荷
と
な
り
、
心
筋
梗
塞

を
発
症
さ
せ
た
」
と
述
べ
、

迦
軍
蚕
粉
に
よ
る
過
労
死

で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
と

い
う
。

死
亡
し
た
大
角
さ
ん
は

う`奪有

入
り
、
部
屋
の
中
で
伊
東

近
所

の
住
民

に
よ
る

と
、
ア
パ
ー
ト
は
少
な
く

い
た
と
み
ら
れ
る
。
過
去

に
配
達
の
仕
事
を
し
て
い

な
人
。
何
か
事
件
に
巻
き

込
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
」

と
表
情
を
曇
ら
せ
た
。
別

の
４０
代
主
婦
は

「
夕
方
に

な

っ
て
急
に
警
察
が
や

っ

て
き
て
驚
い
た
。
何
が
起怖

し
で
も
安
心
し
て
働
け
る

よ
う

に
な
れ
ば
う
れ
し

い
。
工
事
を
発
注
し
た
東

電
や
、
一理

雨
け
の
東
芝
に

損
害
賠
償
を
検
討
し
た

い
」
な
ど
と
話
し
た
。
カ

ニ
カ
さ
ん
は
自
宅
で

「詳

し
い
内
容
を
聞
い
て
い
な

い
の
で
多
く
は
話
せ
な
い

が
、
と
て
も
う
れ
し
い
」

と
話
し
た
。
カ
ニ
カ
さ
ん

は
近
く
会
見
す
る
予
定
。

鐸
慨
程
福
島
収
束
に
従
事

羹
畢
一”
幹

広島3人殺害広
島
市
で
保
険
金
目
的

に
家
族
３
人
を
殺
害
し
た

と
し
て
殺
人
や
放
火
罪
な

ど
で
死
刑
を
求
刑
さ
れ
、

一
、
二
審
が
無
罪
と
し
た

無
職
中
村
国
治
被
告
（４．
）

に
つ
い
て
、
最
高
裁
第
１

小
法
廷

（金
築
誠
志
裁
判

長
）は
２４
日
ま
で
に
、
「捜

査
段
階
の
自
由
の
信
用
性

を
否
定
し
た
二
審
判
決
が

不
合
理
と
は
い
え
な
い
」

と
し
、
検
察
側
の
上
告
を

棄
却
す
る
決
定
を
し
た
。

無
罪
が
確
定
す
る
。
２２
日

付
。上

告
審
で
の

「重
大
な

事
実
誤
認
」
を
理
由
と
し

た
見
直
し
は
、
論
理
的
な

整
合
性

（論
理
則
）
や

一

内
の
病
院
に
搬
送
さ
れ
、

死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。
カ

ニ
カ
さ
ん
が
同
年
７
月
、

同
労
基
署
に
労
災
申
請
し

た
。２４

日
夜
、
静
岡
県
庁
で

会
見
し
た
大
橋
弁
護
士
は

「今
後
、
福
島
第
■
原
発

で
作
業
す
る
人
た
ち
が
少

被
告
の
無
罪
確
定
ヘ

姉
告古却
峨
Ｆ
一審
判
決

不
合
理
な
い
」

ば

介
＝

Ю

飢
閂秘

七
④
げ

ｔｉ
∫

ふ ザ
だ

∫

す

丼
声

甘

ンヽ
Ｅ

？
！

卜
輸
ギ
山

で
き
ま
す
介

ダイニング
キッチン

玄
関
（施
錠
）

6畳の畳部屋

］遺体。布団が申齢
Ｎ
▲
ュ

一
占

山

は

い

ノ十
ｆ
対

…

た
。
静
岡
地
方
気
象
台
の
観

測
に
よ
る
と
、
最
高
気
温
は

静
岡
市
で
１６

・
４
度
、
三
島

市
で
１５
。
９
度
、
浜
松
市
で

・５

・
８
度
な
ど
、
平
年
を
４

度
ほ
ど
上
回
っ
た
。

い
ら
し
い
姿
が
見
ら
れ
た
。

同
気
象
台
に
よ
る
と
２５
日

は
、
気
圧
の
谷
や
局
地
的
な

前
線
の
影
響
で
天
気
は
崩
れ

る
見
込
み
と
い
う
。

よ
う
や
く
ほ
こ
ろ
び
始
め
た
ウ
メ
の
花
を

つ
い
ば
む
メ
ジ

ロ

Ｈ
２４
日
午
後
、
静
岡
市
駿
河
区
根
古
屋
の
久
能
梅
林

般
常
識

（経
験
則
）
の
観

点
か
ら
判
断
す
べ
き
だ
と

し
た
２
０
０
９
年
の
最
高

裁
判
決
に
沿
う
内
容
。
控

訴
審
で
の
事
実
誤
認
の
審

理
に
つ
い
て
初
判
断
を
示

し
た
・３
日
の
最
高
裁
判
決

に
続
き
、
上
級
審
の
在
り

方
を
あ
ら
た
め
て
示
し
た

形
だ
。

決
定
は
自
由
の
信
用
性

を
職
権
で
判
断
し

「自
白

以
外
に
被
告
が
犯
人
と
認

定
で
き
る
有
力
な
状
況
証

拠
は
な
い
」
と
の
前
提
で

検
討
。
自
白
に
は
現
場
や

遺
体
の
客
観
的
状
況
に
沿

う
部

分
も
あ
る
と
し
て

「被
告
が
犯
人
と
の
疑
い

も
濃
い
」
と
し
た
。

し
か
し

「被
告
は
実
母

の
生
命
保
険
契
約
に
つ
い

て
漠
然
と
し
た
認
識
し
か

な
く
、
得
ら
れ
る
か
も
分

か
ら
な
い
保
険
金
を
目
的

に
殺
害
を
す
る
の
か
と
い

う
疑
間
は
拭
え
な
い
」
と

指
摘
。
暗
く
狭
い
部
屋
で

灯
油
を
ま
き
放
火
し
た
と

の
供
述
に
対
し
、
着
衣
な

ど
か
ら
灯
油
が
検
出
さ
れ

な
い
の
も
不
自
然
と
し

た
。

新
幹
線
内
で
暴
行

容
疑
の
県
職
員
逮
捕

浜
松
中
央
署

浜
松
中
央
署
は
２４
日
、

暴
行
の
疑
い
で
浜
松
市
中

区
幸
２
の
４６
の
３４
、
県
職

員
片
野
元
容
疑
者
（４３
）を

甥
行
犯
逮
捕
し
た
。
逮
捕

容
疑
は
同
日
午
後
６
時
４５

分
ご
ろ
か
ら
７
時
２５
分
ご

ろ
ま
で
の
間
、
Ｊ
Ｒ
東
海

道
新
幹
線
熱
海
掛
川
間
の

車
内
で
、
男
性
乗
務
員

（２２
）
の
胸
や
腰
を
手
で
た

た
く
な
ど
の
暴
行
を
加
え

た
疑
い
。

同
署
に
よ
る
と
、
片
野

容
筵
者
は
乗
務
員
に

「
定

員
オ
ー
バ
ー
で
は
な
い

か
」
な
ど
と
声
を
掛
け
、

口
論
に
な

っ
た
と
み
ら
れ

る
。
調
べ
に
対
し

「乗
務

員
が
立
ち
去
ろ
う
と
し
た

の
で
体
で
止
め
た
だ
け
」

と
容
疑
を
否
認
し
て
い
る

と
い
う
。
片
野
容
疑
者
は

県
浜
松
工
業
技
術
支
援
セ

ン
タ
ー

（浜
松
市
北
区
）

の
研
究
員
。

（４３
）
、
東
村
山
市
、
会
エ

員
木
梨
大
輔
（４９
）
の
８
【

疑
者
を
静
岡
地
裁
に
起
キ

し
た
。

起
訴
状
に
よ
る
と
、
お

被
告
は
２
０
１
０
年
１０
ロ

・４
日
と
１１
年
３
月
１４
日
（

２
回
、
東
京
部
荒
川
区
｛

の
店
舗
で
、
国
肉
か
ら
一

国

へ
の
送
金
を
希
望
す
ウ

客
か
ら
１
６
０
万
円
の
】

金
依
頼
を
受
け
、
沈
軽

名
義
の
回
座
な
ど
に
入
人

さ
せ
た
と
さ
れ
る
。
そ
（

後
、
朴
被
告
と
木
梨
被
一

が
そ
の
日
の
う
ち
に
、
（

人
が
保
管
す
る
資
金
を
「

金
し
て
い
る
韓
国
内
の
“

行
日
座
か
ら
、
韓
国
内
・

客
名
義
の
銀
行
日
座
に
・

１
５
４
万
６
０
０
０
ウ

ン
に
換
算
し
て
入
金
Ｌ

営
業
と
し
て
の
為
替
取
一

を
行
っ
た
と
さ
れ
る
。

お
じ
ら
２
人
殺
堂

男

に
死
刑
判
也

さ
い
た
ま
地
一

い
と
こ
の
養
母
を
死

保
険
金
目
的
で
羽
死

せ
、
お
じ
を
刺
殺
し
た

し
て
、
殺
人
や
詐
欺
罪

ど
に
間
わ
れ
た
新
井
竜

被
告
（４２
）
の
裁
判
員
裁

の
判
決
公
判
で
、
さ
い

ま
地
裁
は
２４
日
、
求
刑

り
死
刑
を
言
い
渡
し
た

裁
判
員
裁
判
で
の
死
刑

決
は
１３
例
目
。
田
村
真

判
長
は
判
決
理
由
で

「

を
多
額
の
金
銭
に
換

た
、
利
欲
的
で
お
ぞ
ま

い
動
機
は
酌
量
の
余
地

な
い
」
と
指
摘
し
た
。
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協

オ
常
に
広

力
交
換
が

佳

ど
強

ェ朝
鮮
代

一外
務
次

「劇
的
な

Ｌ与
え
た
ギ
リ
シ
ヤ
神
話
の
神
族

協
議

多
少
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東
京
電
力
福
島
第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
あ

た

っ
て
い
た
御
前
崎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん

（当
時
６０
）
の
死
亡
に
つ
い
て
、
横
浜
南
労
働
基
準
監
督
署
は

２４
日
、
短
期
間
の
過
重
な
業
務
が
原
因
だ

っ
た
と
労
災
認
定
し

た
。
申
請
し
て
い
た
妻
カ
ニ
カ
さ
ん
（
５３
）
の
代
理
人
の
大
橋
昭

夫
弁
護
士
は

「大
き
な
意
味
の
あ
る
判
断
。
収
束
作
業
は
過
酷

な
労
働
だ

っ
た
」
と
評
価
し
た
。

妻
の
代
理
人
評
価

大
橋
弁
護
士
に
よ
る
と
、
認

定
理
由
は

「
防
護
服
や
防
護

マ

ス
ク
を
装
備
し
た
不
自
由
な
中

で
、
深
夜
か
ら
早
朝
に
わ
た
る

過
酷

な
労
働
が
過
重

な
身
体

的
、
精
神
的
負
荷
と
な
り
、
心

筋
梗
塞
を
発
症
さ
せ
た
」
と
し

て
い
る
。

労
災
申
請
時
に
主
張
し
て
い

難
　
　
願
翠
ｍ
父
酢
審
帥
勒
諏

定
理
由
で
触
れ
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
。

大
橋
弁
護
士
は
今
回
の
労
災

が
認
定
さ
れ
た
意
義
と
し
て
、

「重
大
な
事
故
と
い
う
認
識
が

示
さ
れ
た
の
は
、
大
き
な
影
響

が
あ
る
。
現
場
の
作
業
員
に
と

っ
て
い
い
こ
と
」
と
分
析
。
万

が

一
事
故
が
起
き
て
も
、
労
災

が
認
定
さ
れ
る
道
筋
が
示
せ
た

た
め
、
安
心
し
て
作
業
で
き
る

と
の
見
方
を
示
し
た
。

大
角
さ
ん
が
働
い
て
い
た
の

は
東
芝
の
４
次
下
請
け
の
建
設

会
社
。
大
橋
弁
護
士
は

「東
芝

の
責
任
は
免
れ
な
い
」
と
し
て

今
後
、
東
京
電
力
と
東
芝
に
損

害
賠
償
を
求
め
る
訴
訟
を
起
こ

す
可
能
性
を
示
し
、

「妻
の
カ

ニ
カ
さ
ん
と
話
し
合

っ
て
決
め

た
い
」
と
話
し
た
。

カ

ニ
カ
さ
ん
は
来
週
に
も
大

橋
弁
護
士
と
会
見
し
、
今
後
の

方
針
を
説
明
す
る
。

妻
「う
れ
し
い
」

労
災
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
て
、
大
角
信
勝
さ
ん
の
妻
カ

ニ
カ
さ
ん
は
２４
日
夜

、
御
前

崎
市
池
新
田
の
自
宅
で
、

「う

れ
し
い
、
い

っ
ば

い
」
と
話

し
、
安
心
し
た
表
情
を
見
せ

た
。カ

ニ
カ
さ
ん
は
大
角
さ
ん
の

遺
影
と
遺
骨
に
労
災
認
定
を
報

告
。
遺
影
に
向
か

っ
て
２
人
で

過
ご
し
た
思
い
出
な
ど
を
振
り

返
り
な
が
ら
、

「健
康
の
た
め

に
嫌
い
な
盾
幸
子
を
食
べ
さ
せ

て
ご
め
ん
ね
。
タ
イ
に
連
れ
て

行

っ
て
、
お
墓
を
作

っ
て
あ
げ

る
か
ら
ね
」
な
ど
と
涙
を
に
じ

ま
せ
て
語

‐り
か
け
た
。

大
角
さ
ん
が
亡
く
な

っ
て
か

ら
は
毎
日
、
遺
影
に

「
た
だ
い

ま
」

「
お
帰
り
」
と
話
し
か
け

て
い
た
と
い
う
。
カ

ニ
カ
さ
ん

は

「
・５
年
間
、
奥
さ
ん
や
ら
せ

て
も
ら

っ
て
あ
り
が
と
う
。
生

ま
れ
変
わ

っ
て
も
お
父
さ
ん
の

奥
さ
ん
に
な
り
た
い
よ
」
と
思

い
を
伝
え
て
い
た
。

カ

ニ
カ
さ
ん

は
１
月
に
は

「寂
し
い
気
持
ち
は
変
わ
ら
な

い
。
１
人
で
生
活
す
る
の
は
不

安
で
す
」
と
心
境
を
吐
露
。
大

角
さ
ん
が
６５
歳
に
な

っ
て
年
金

が
入

っ
た
ら
、
タ
イ
で

一
緒
に

暮
ら
す
約
束
を
し
て
い
た
こ
と

を
明
か
し
た
。

ア
パ
ー
ト
の
一
室

女
性
の
遺
体
発
見

静
岡

・清
水
区
、
住
人
か

２４
日
午
後
４
時
２０
分
ご
ろ
、

静
岡
市
清
水
区
八
坂
北
２
丁
日

の
ア
パ
ー
ト

一
室
で
、
女
性
ハ

遺
体
が
発
見
さ
れ
た
。
清
水
里

は
、
こ
の
部
屋
に
住
む
６０
歳
か

ら
い
の
女
性
と
み
て
、
事
件
＞

事
故
の
両
面
で
調
べ
て
い
る
。

同
日
午
後
３
時
５５
分
ご
ろ
、
医

原
町
交
番
に
女
性
の
同
僚
か
虞

安
否
確
認
を
し
て
欲
し
い
と
（

依
頼
が
あ
り
、
訪
れ
た
同
署
昌

が
遺
体
を
発
見
し
た
。

消
防
団
員
の
採
用

チ
ェ
ッ
ク
を
強
化

静
岡
市
消
防
局
、
団
本
部
会
議

静
岡
市
清
水
区
の
暴
力
団
畠

の
男
が
１２
年
近
く
市
の
消
防
団

員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
間
箋

で
、
市
消
防
局
は
２４
日
、
臨
隣

の
団
本
部
会
議
を
開
き
、
採
［

大角信勝さんの遺影を抱く妻の

力二カさん=御前崎市池新田

教
育
目
標
を
首
長
が
定
め
る

知
事
と
静
岡
市
長
「賛
成
」

検隷呻割筆寵畔勢は癖酔ム知酬噛嘘　銘限　応撃、嗽敬瑶騨鶴腔躯聯硼交「都塩酬

靭抑帥坤神斡眸坤昏坤「避岡鰤瞬韓鋤鉾　腰　　　　　　　　　　　　　幹挫

新

アンケー ト

一　
へ代
表

・
喬
下
敲
太
灰
市
罠
ツ
び
主
上
め
に
孜
雪
盛
ベ

避
華
場
所
を
資
料
化

・
震
災
直
後
、柔言
報
待
た
ず
避
難
誘
導
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東
京
電
力
福
島
第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
あ

た

っ
て
い
た
御
前
崎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん

（
当
時
６０
）
の
死
亡
に
つ
い
て
、
横
浜
南
労
働
基
準
監
督
署
は

２４
日
、
短
期
間
の
過
重
な
業
務
が
原
因
だ

っ
た
と
労
災
認
定
し

た
。
申
請
し
て
い
た
妻
カ
ニ
カ
さ
ん
（
５３
）
の
代
理
人
の
大
橋
昭

夫
弁
護
士
は

「大
き
な
意
味
の
あ
る
判
断
。
収
束
作
業
は
過
酷

な
労
働
だ

っ
た
」
と
評
価
し
た
。

妻
の
代
理
人
評
価

大
橋
弁
護
士
に
よ
る
と
、
認

定
理
由
は

「防
護
服
や
防
護

マ

ス
ク
を
装
備
し
た
不
自
由
な
中

で
、
深
夜
か
ら
早
朝
に
わ
た
る

過
酷

な
労
働
が
過
重

な
身
体

的
、
精
神
的
負
荷
と
な
リ
ヘ
心

筋
構
雲
を
発
症
さ
せ
た
」
と
し

て
い
る
。

労
災
申
請
時
に
主
張
し
て
い

難
　
　
願
羹
ｍ
父
聯
審
帥
Ⅵ
諏

定
理
由
で
触
れ
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
。

大
橋
弁
護
士
は
今
回
の
労
災

が
認
定

・
さ
れ
た
意
義
と
し
て
、

「重
大
な
事
故
と
い
う
認
識
が

示
さ
れ
た
の
は
、
大
き
な
影
響

が
あ
る
。
現
場
の
作
業
員
に
と

っ
て
い
い
こ
と
」
と
分
析
。
万

が

一
事
故
が
起
き
て
も
、
労
災

が
認
定
さ
れ
る
道
筋
が
示
せ
た

た
め
、
安
心
し
て
作
業
で
き
る

と
の
見
方
を
示
し
た
。

大
角
さ
ん
が
働
い
て
い
た
の

は
東
芝
の
４
次
下
請
け
の
建
設

会
社
。
大
橋
弁
護
士
は

「東
芝

の
責
任
は
免
れ
な
い
」
と
し
て

今
後
、
東
京
電
力
と
東
芝
に
損

害
賠
償
を
求
め
る
訴
訟
を
起
こ

す
可
能
性
を
示
し
、

「妻
の
カ

ニ
カ
さ
ん
と
話
し
合

っ
て
決
め

た
い
」
と
話
し
た
。

カ
ニ
カ
さ
ん
は
来
週
に
も
大

橋
弁
護
士
と
会
見
し
、
今
後
の

方
針
を
説
明
す
る
。

妻
「う
れ
し
い
」

労
災
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
て
、
大
角
信
勝
さ
ん
の
妻
カ

ニ
カ
さ
ん
は
２４
日
夜

、
御
前

崎
市
池
新
田
の
自
宅
で
、

「う

れ
し
い
、
い

っ
ば

い
」
と
話

し
、
安
心
し
た
表
情

を
見
せ

た
。カ

ニ
カ
さ
ん
は
大
角
さ
ん
の

遺
影
と
遺
骨
に
労
災
認
定
を
報

告
。
遺
影
に
向
か

っ
て
２
人
で

過
ご
し
た
思
い
出
な
ど
を
振
り

返
り
な
が
ら
、

「健
康
の
た
め

に
嫌
い
な
唐
辛
子
を
食
べ
さ
せ

て
ご
め
ん
ね
。
タ
イ
に
連
れ
て

行

っ
て
、
お
墓
を
作

っ
て
あ
げ

る
か
ら
ね
」
な
ど
と
涙
を
に
じ

ま
せ
て
語

，り
か
け
た
。

大
角
さ
ん
が
亡
く
な

っ
て
か

ら
は
毎
日
（
遺
影
に

「
た
だ
い

ま
」

「
お
帰
り
」
と
話
し
か
け

て
い
た
と
い
う
。
カ

ニ
カ
さ
ん

は

「
・５
年
間
、
奥
さ
ん
や
ら
せ

て
も
ら
つ
て
あ
り
が
と
う
。
生

ま
れ
変
わ

っ
て
も
お
父
さ
ん
の

奥
さ
ん
に
な
り
た
い
よ
」
と
思

い
を
伝
え
て
い
た
。

カ

ニ
カ
さ
ん

は
１
月
に
は

コ寂
し
い
気
持
ち
は
変
わ
ら
な

い
。
１
人
で
生
活
す
る
の
は
不

安
で
す
」
と
心
境
を
吐
露
。
大

角
さ
ん
が
６５
歳
に
な

っ
て
年
金

が
入

っ
た
ら
、
タ
イ
で

一
緒
に

暮
ら
す
約
束
を
し
て
い
た
こ
と

を
明
か
し
た
。

ア
パ
ー
ト
の
一
室

女
性
の
遺
体
発
見

静
岡

・清
水
区
、
住
人
か

２４
日
午
後
４
時
２０
分
ご
ろ
、

静
岡
市
清
水
区
八
坂
北
２
丁
白

の
ア
パ
ー
ト

一
室
で
、
女
性
（

遺
体
が
発
見
さ
れ
た
。
清
水
車

は
、
こ
の
部
屋
に
住
む
６０
歳
ハ

ら
い
の
女
性
と
み
て
、
事
件
い

事
故
の
両
面
で
調
べ
て
い
る
。

同
日
午
後
３
時
５５
分
ご
ろ
、
床

原
町
交
番
に
女
性
の
同
僚
か
た

安
否
確
認
を
し
て
欲
し
い
と
（

依
頼
が
あ
り
、
訪
れ
た
同
署
ニ

が
遺
体
を
発
見
し
た
。

消
防
団
員
の
採
用

チ
ェ
ッ
ク
を
強
化

静
岡
市
消
防
局
、
団
本
部
会
義

静
岡
市
清
水
区
の
暴
力
団
ニ

の
男
が
１２
年
近
く
市
の
消
防
団

員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
問
崩

で
、
市
消
防
局
は
２４
日
、
臨
止

の
団
本
部
会
議
を
開
き
、
採
［

大角信勝さんの遺影を抱 く妻の

力二カさん≡御前崎市池新田

新

教
育
日
標
を
首
長
が
定
め
る

知
事
と
静
岡
市
長
「賛
成
」

纂
呻梨
離
款
鶴
劫
課
嘘
領

応琵
な
堰盤
帷
誘
交「鞘
醐

幹抑榊坤榊的」坤昏坤　　　中嚇　い時　　　　　　　　　　　　　　幹狂

‐―
也

―或
吹
北

「太
反
鮭
所
の
公

一

（代
表

・
喬
下
散
太
灰
市
霊
）
い
ま
と
め
に
孜
等
墓
ベ

アンケート

避
難
場
所
を
資
料
化

・
震
災
直
後
、単言
報
待
た
ず
避
難
誘
導
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途絶えた市との連絡/たま
匡

匠

母
子
と
み
ら
れ
る
遺
体
が
み
つ
か

っ
た

マ
ン
シ
ョ
ン
＝
２５
日
、
東
京
都
立
川
市

立
川
駅
か
ら
徒
歩
１０
分
程
度
の
住
　
に
報
告
し
た
資
料
に
よ
る
と
―
。

粥
唖

幹

蝶
弊
膳

智

檻

籠

時
塊
か

　

　

　

　

　

踏

み

込

ま

な

い

式
。
畳
子
宅
が
あ
る
１
階
の
窓
は
シ
　
　
畳
子
は
昨
年
５
月
に
障
害
児
世
帯

ャ
ッ
タ
ー
が
下
ろ
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

向
け
の
紙
お
む
つ
給
付
を
同
市
に
申

母
子
は
ｌ
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
リ
ビ
ン
グ
で

請́
し
、
毎
月
１
回
、
配
達
業
者
か
ら

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
母
親
が
く
も
膜
　
受
け
取

っ
て
い
ま
し
た
。

下
出
血
で
死
亡
後
に
息
子
が
表
弱
死

　

　

〃
異
変
″
が
起
き
た
の
は
、
昨
年

し
、
と
も
に
死
後
１
～
２
カ
月
が
経
．
暮
れ
の
こ
と
で
す
。
１１
月
末
の
配
達

過
し
て
い
ま
し
た
。
室
内
の
机
の
上
　
が
母
親
の
都
合
で
１２
月
６
日
に
変
更

に
置
か
れ
た
弁
当
は
手

つ
か
ず
で
、
　

に
な
り
、
こ
れ
を
最
後
に
市
と
の
連

冷
蔵
庫
に
も
食
べ
物
や
飲
み
物
が
残
　
絡
は
途
絶
え
ま
し
た
「
　

‐

っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
年
が
明
け
い
■
月
上
旬
、
配
達
業

ガ
ス
が
し
ば
ら
く
使
わ
れ
て
い
な
　
者
か
ら
市

へ

「母
親
と
連
絡
が
と
れ

い
と
、
ガ
ス
会
社
が
母
親
の
親
族
に
　
な
い
」
と
相
談
が
あ
り
ま
す
。

連
絡
。
親
族
の
通
報
に
よ
り
、
母
子
　
　
市
の
職
員
は
、
下
旬
に
か
け
て
電

は
遺
体
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
　
話
と
２
回
の
訪
間
で
連
絡
を
試
み
、

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ス
ト
の
郵
便
物
が
た
ま

っ
て
い
る

母
子
が
立
川
市

へ
移

っ
て
き
た
の
　
ワ⊂
と
に
気
づ
き
ま
す
が
、
そ
れ
以
上

は

一
昨
年
の
４
月
。
同
市
が
市
議
会
　
の
対
応
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

後
に
残
さ
れ
た
糸
は
ヤ

ま
ま
、
母
子
は
人
知
カ

取
っ
て
い
ま
し
た
。

清
水
庄
平
市
長
は

ら
な
い
よ
う
検
証
と
洋

を
進
め
る
」と
し
、来
日

中
間
報
告
を
ま
と
め
ス

あ
い

同
マ
ン
シ
ョ
ン
で
一

男
性
は

「母
子
と
は
「

さ
つ
を
交
わ
し
た
程
膚

あ
る
こ
と
は
知
ら
な
衝

と
は
普
段
付
き
合
い
ぶ

し
い
と
は
思
う
が
、
千

ら
れ
な
か
‐っ
た
の
が
輌

ま
し
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
〓

ど
ん
な
思
い
で
障
害
え

と
一
人
で
向
き
合
っ
´

ょ
う
か
。

日26月22O司2(15) A版

東
京
電
力
福
島
第
１
原

発
の
事
故
後
に
集
中
廃
棄

物
処
理
施
設
で
昨
年
５

月
、
配
管
工
事
の
作
業
中

に
死
亡
し
た
大
角
信
勝
さ

ん
＝
当
時

（６０
）
＝
に
つ

い
て
、
横
浜
南
労
働
基
準

監
督
署
が
過
重
労
働
に
よ

る
心
筋
梗
塞
で
過
労
死
し

た
と
し
て
、
労
災
認
定
し

て
ぃ
た
こ
と
が
２４
日
、
弁

護
士
へ
の
取
材
で
分
か
り

ま
し
た
。

遺
族
側
代
理
人
の
大
橋

昭
夫
弁
護
士
に
よ
る
と
ヘ

原
発
事
故
後
の
作
業
で
過

労
死
が
認
め
ら
れ
た
の
は

例
が
な
い
と
し
て
い
ま

す
。請
求
申
立
書
に
よ
る

と
、
大
角
さ
ん
は
昨
年
５

月
１３
日
か
ら
第
１
原
発
で

配
管
工
事
に
従
事
。
翌
１４

日
午
前
６
時
４０
分
ひ
ろ
、

機
械
の
運
搬
作
業
中
に
体

調
が
急
変
し
、
約
２
時
間

４０
分
後
に
病
院
へ
搬
送
さ

れ
た
が
死
亡
し
ま
し
た
。

当
時
、
原
発
敷
地
内
の
医

務
室
に
は
医
師
が
不
在

で
、
作
業
拠
点
だ
っ
た
ス

ポ
ー
ツ
施
設

「Ｊ
ヴ
ィ
レ

ッ
ジ
」
（福
島
県
檜
葉
町
）

に
は
十
分
な
医
療
設
備
が

整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
治

療
で
き
な
か
っ
た
と
い
い

ま
す
。
大
橋
弁
護
士
は

「今
回

の
認
定
は
原
発
で
働
く
多

く
の
作
業
員
の
励
ま
し
に

な
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

今
後
、
企
業
の
責
任
を
明

確
に
す
る
た
め
、
東
京
電

力
と
元
請
け
企
業
の
東
芝

に
損
害
賠
償
請
求
す
る
こ

と
を
、
遺
族
と
検
討
す
る

東
京
電
力
は
２５
日
、
福

島
第
■
原
発

（福
島
県
大

熊
町
、
双
葉
町
）
の
高
濃

度
放
射
能
汚
染
水
を
処
理

し
て
い
る
装
置
か
ら
放
射

性
物
質
を
含
む
水
が
漏
れ

た
と
発
表
し
ま
し
た
。
漏

処
理
装
置
か
ら
水
漏
れ

福
島
第
１
放
射
性
物
質
含
む

と
い
い
ま
す
。

大
角
さ
ん
の
妻
カ

ニ
カ

さ
ん
（
５３
）
は
「う
れ
し
い
。

お
父
さ
ん
（大
角
さ
ん
）
の

お
葬

式

を

し

て
あ

げ

た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

れ
た
水
は
約
１０
泌
で
（
装

置
が
入

っ
て
い
る
、建
物
か

ら
外
に
は
流
出
し
て
い
な

い
と
し
て
い
ま
す
。

東
電
に
よ
る
と
、
２５
日

午
前
８
時
３０
分
乙
ろ
同
社

社
員
と
関
連
企
業
作
業
員

勉
〈12932〉

福
島
作
業
員
に
労
災
認
定

過
ガ
死
で
は
事
故
後
初
従
事
中
に
心
筋
梗
塞

ナゲ
t〉
TW

＋
わ
卜
η
７ｒ
ｉ

ｔ
ド
は
ヽ
つ

止
少

な

乃

０

げ

.″
|ど″

‐ >

Ⅲl t'｀

控
世

ヽ
劇

「
―
部

,

が
、
同
原
一

棄
物
処
理
≡

る
第
２
セ
ヽ

置
Ｂ
系
の
『

ら
水
が
漏
Ｊ^

発
見
し
ま
・

１０
平
方
炉
（

１
、げ
炉
の
・．

来
て
い
た
」

第
２
セ
ヽ

置
は
、
１
′

子
炉
建
屋
ヽ

屋
な
ど
の
¨

て
い
る
高
一

懇
談
の
内
公

書
明
氏

（一

（右
端
か
八

さ
ん
、
本
田

島
大
学
松
旧

つ

市

，あ

先
よ

コ
き

ζ

ａ
務

．
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五
Ｊ
「
）
止

担
ノ

一
占
日
）
「
】
′

再
工
一　
ｎ
∠

メ
ノ
Ｌ

浜
松
市
と
同
時
期
に
実
施

岩
手
県
山
田
、
大
槌
両
町
の
　
た
場
合
は
、
国
が
責
任
を
も

っ

震
災
が
れ
き
受
け
入
れ

へ
、
政

令
指
定
都
市
が
動
き
出
し
た
。

静
岡
市
の
田
辺
信
宏
市
長
が
２８

日
の
定
例
会
見
で
、
浜
梱
市
と

足
並
み
を
そ
ろ
え
る
形
で
試
験

焼
却
を
実
施
す
る
方
針
を
表
明

し
た
。
い
ち
早
く
試
験
焼
却
を

行

っ
た
島
田
市
で
焼
却
前
の
が

れ
き
の
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た

な
ど
と
し

て
決
断
し
た
と
い

アつ
一試
験
焼
却
は
、
と
も
に
静
岡

市
葵
区
内
の
沼
上
、
西
ケ
谷
の

両
清
掃
工
場
で
行
う
予
定
で
、

周
辺
の
自
治
会
連
合
会
や
町
内

会

へ
の
説
明
会
は
こ
れ
ま
で
に

計
６
回
、
実
施
し
た
。
現
状
で

は
、
沼
上

で
１
日
あ
た
り
７５

ン
ト
、
西
ケ
谷
で
同
３３

ン
ト
の
処
理

余
力
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

受
け
入
れ
の
大
前
提
と
す
る

「安
全
性
の
確
保
と
市
民
の
合

意
」
に
つ
い
て
は
、
島
田
市
の

試
験
暁
却
実
施
に
加
え
、
今
月

２
日
に
、
県
市
長
会
を
通
じ
て

国
か
ら

「風
評
被
害
が
発
生
し

て
対
策
を
講
じ
る
」
と
の
回
答

を
得
た
こ
と
な
ど
で
前
進
し
た

と
判
断
し
た
と
い
う
。

た
だ
、
本
格
的
な
受
け
入
れ

の
決
断
や
具
体
的
な
方
法
に
つ

い
て

「島
田
市
に
は
島
田
市
の

考
え
が
あ
ろ
う
が
、
静
岡
市
と

し
て
は
あ
く
ま
で
も

『
オ
ー
ル

静
岡
』
で
、
他
市
町
と
連
携
し

て
進
め
る
。
他
市
町
を
リ
ー
ド

す
る
の
も
指
定
市
の
役
割
」
と

の
考
え
は
変
え
て
お
ら
ず
、
試

験
焼
却
の
時
期
な
ど
は
浜
松
市

と
話
し
合
い
、
県
と
の
協
議
を

経
て
最
終
決
定
す
る
。

川
勝
平
太
知
事
は
２８
日
、
開

会
中
の
県
議
会
２
月
定
例
会
で

静
岡
市
長
の
方
針
を
受
け
て
、

「
県
民

の
ご
理
解

を
い
た
だ

い
て
、
が
れ
き
の
広
域
処
理
に

で
き
る
だ
け
協
力
を
し
て
い
き

た
い
。

（
試
験
焼
却

の
実
施

は
）
日
本
中
が
被

っ
て
い
る
不

安
感
を
デ
ー
タ
に
よ

っ
て
払
拭

す
る

こ
と
に
な
る
」
と
述
べ

た
。

静

岡

死
亡
の
原
発
作
業
員

妻
Ｅ

生
忘
れ
な
い
」

東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
事

故
の
収
束
作
業
中
に
心
筋
梗
塞

で
死
亡
し
、
労
災
認
定
さ
れ
た

大
角
信
勝
さ
ん

（
当
時
６０
）
の

妻
カ

ニ
カ
さ
ん
（
５３
）
引
御
前
崎

市
池
新
田
＝
が
２８
日
、
静
岡
市

内
で
会
見
し
、

「夫
を

一
生
忘

れ
な
い
」
と
話
し
た
。

会
見
で
、
代
理
人
の
大
橋
昭

夫
弁
護
士
は
原
発
労
働
者
が
安

心
し
て
作
業
で
き
る
よ
う
、
国

は
東
電
と
東
芝
に
指
導
す
べ
き

夫
の
遺
影
を
見
つ
め
、
会
見

で
話
す
力
二
カ
さ
ん
Ｈ
県
庁

だ
と
主
張
。
安
全
配
慮
義
務
違

反
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟

を
提
起
す
る
方
向
で
、

「過
失

責
任
を
迫
及
す
る
。
話
し
合
い

で
解
決

で
き
る
よ
う
交
渉
す

る
」
と
説
明
し
た
。

一
方
、
カ

ニ
カ
さ
ん
は
「亡
く

な

っ
た
の
は
今
も
寂
し
い
。
お

葬
式
を
し
て
あ
げ
た
い
」
と
涙

ぐ
ん
だ
。
日
本
に
身
寄
り
が
な

い
た
め
、
い
ず
れ
タ
イ
に
帰
国

す
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
。

度

度
度

度

度

度

・４

８

７

静岡総局
〒4200853
静岡市葵区追手町7把

8 0542532101
fax 054.253,2]03

浜松支局
〒4300917
浜松市中区常盤町145‐ 1

浜松Mロビル401号
8 0534523]05

沼津支局
〒410,0888

沼津市末広町33
8 055951 1231

藤枝 8054644,8600

推‖‖T1053723913i

富± 80545520845

熱海 80557812702

下田 80558220072

6～ 12時 降水確率 12～ 18時

】ヒ耳

浜
松

静
岡

岡静

浜

三

網

ヒ東

%

団
団
皿
皿

北北東

静
岡

６

温

岡
松

島

代

度湿

気
静

浜

三
網

講
匿
て
御
前
崎
市
長
ら

中
部
電
力
浜
岡
原
発
が
立
地

す
る
御
前
崎
市
の
石
原
茂
雄
市

長
や
同
市
議
ら
が
２８
日
、
静
岡

市
清
水
区
の
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ

ニ

ア
リ

ン
グ
清
水
製
作
所

を
訪

ね
ハ
防
波
壁
の

「立
て
壁
」
の

仮
組
み
現
場
を
視
察
し
た
。

石
原
市
長
や
市
幹
部
（
１５
人

の
市
議
は
、
高
さ
１２
所
ヽ
重
さ

２
０
０

ン
ト
の
壁
の
枠
組
み
を
見

上
げ
な
が
ら
、
中
電
社
員
ら
の

説
明
を
聞
い
た
。
視
察
の
後
、

石
原
市
長
は

「市
民
や
国
民
の

安
全
、
安
心
が
確
約
で
き
れ
ば

あ
り
が
た
い
」
と
期
待
を
込
め

た
。

総
会
で
、
２
０
１
２
年
度
の
会

長
に
渥
美
利
之
氏
（
５９
）
を
選
ん

だ
。
任
期
は
４
月
１
日
か
ら
。

渥
美
氏
は
、
浜
松
市
出
身
。

中
央
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、

１
９
８
６
年
に
弁
護
士
登
録
し

た
。
新
年
度
の
執
行
部
の
課
題

に
、
①
法
曹
の
養
成
、
研
修
②
災

害
対
策
問
題
③
各
種
委
員
会
活

動
の
充
実
な
ど
を
挙
げ
た
。

元
静
岡
市
社
協
職
員

８３０
万
円
横
債
罪

地
検
が
追
起
訴

静
岡
地
検
は
２８
日
、
静
岡
市

葵
区
、
元
市
社
会
福
祉
協
議
会

職
員

で
無
職
海
野
英

一
被
告

（
４２
）
を
業
務
上
横
領
の
罪
で
追

起
訴
し
た
。
起
訴
内
容
を
認
め

る
供
述
を
し
て
い
る
と
い
う
。

起
訴
状
に
よ
る
と
、
海
野
被

告
は
２
０
０
９
年
４
月
か
ら
１０

年
１２
月
ま
で
の
間
、
同
区
内
の

銀
行
支
店
で
、
社
協
名
義
の
普

通
預
金
口
座
な
ど
か
ら
（
約
４０

回
に
わ
た

っ
て
現
金
計
約
８
３

０
０
万
円
を
払
い
戻
し
、
横
領

し
た
と
さ
れ
る
。

三
島

　

網
代

西
暢
朗

湿度

南南東

浜
松

月 入

月齢 82

波 2.5m
l日

(旧 2月 9日 )

入
出

‐
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静岡市がれ
聞
か
れ
た
。

■
最
大
会
派
は
賛
意

「
東
海
地
震
が
叫
ば
れ

る
中
だ
け
に
、
被
災
が
れ

き
の
処
理
は
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
」

市
議
会
最
大
会
派
の
自

民
党
市
議
団
の
鈴
木
和
彦

会
長
は
、
早
期
に
本
格
受

け
入
れ
に
踏
み
込
む
べ
き

と
の
考
え
を
示
し
た
。
新

一静
岡
市
長
一
問
一
答

鷹
　
　
　
柳
腱
ω
繍
醜

一

辺
信
宏
静
岡
市
長
の
努
一

鋸

訪

縄

胎

“

「最
初
ア
」

事
が
言

っ
た
よ
う
に
、

災
地
支
援
の
た
め

き
処
理
が
第

一
歩

硼
爺
往
盛
明
奏
け
卿
隣
漸

一な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
気
持
ち
だ
」

―
県
の
役
割
に
つ
い
て

に
が
れ

と
い
う

静
岡
市
の
田
辺
信
宏
市
長
が
２８
日
に
表
明
し
た
岩
手
県
山
田
、
大
槌

両
町
の
被
災
が
れ
き

（災
害
廃
棄
物
）
の
試
験
焼
却
。
市
議
会
で
は
、

自
民
党
が

「明
日
は
わ
が
身
」
と
市
長
の
決
断
を
支
持
し
た
ほ
か
、
茶

業
界
か
ら
も
条
件
付

，
き
な
が
ら

「被
災
地
の
復
興
に
必
要
」
と
の
声
が

政
会
の
望
月
厚
司
代
表
も

「政
令
市
と
し
て
積
極
的

に
行
動
を
」
と
述
べ
た
。

公
明
党
の
片
平
博
文
代

表
は

「情
報
公
開
が
必
要

最
低
条
件
」
と
注
文
し
、

共
産
党
市
議
団
の
山
本
明

久
団
長
は

「国
や
東
京
電

力
の
責
任
を
明
確
に
す
る

べ
き
」
と
強
調
し
た
。

ノ

　

Ｉ

Ｉ

Ｂ

Ｅ

Ｅ

日

〓

―

ど

　

一

一

〓

Ｆ

手

　

‐

ｔ

に
し
て
い
る
。

■
説
明
求
め
る
茶
農
家

Ｊ
Ａ
静
岡
市
の
青
山
吉

和
組
合
長
は

「国
や
市
が

安
全
性
を
確
認
す
る
な
ら

ば
、
受
け
入
れ
に
協
力
し

た
い
」
と
語
る
。
だ
が
、
新

茶
シ
ー
ズ
ン
が
迫
る
中
で

は
補
償
を
検
討
す
る
と
、

国
が
示
し
て
い
る
。
安
全

性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
が

れ
き
な
ら
ば
、
受
け
入
れ

て
当
然
」
と
試
験
焼
却
に

理
解
を
示
し
た
。

■
個
々
に
は
不
安
も

市
は
市
内
２
カ
所
の
清

掃
工
場
周
辺
の
自
治
会
役

気
持
ち
は
あ
る
が
、
不
安

も
あ
る
」
と
話
す
。
清
掃

工
場
の
近
く
に
事
務
所
を

構
え
る
男
性
（
７２
）
は

「放

射
性
物
質
の
デ
ー
タ
を
随

時
示
す
な
ど
不
安
を
除
く

努
力
を
」
と
語

っ
た
。

市
民
グ
ル
ー
プ

「静
岡

放
射
能
汚
染
測
定
室
」
の

一
方
、
虹
と
緑
の
松
谷

清
氏
は
市
民
と
の
意
見
集

約
や
放
射
性
物
質
被
害
の

甥
状
調
査
な
ど
が
不
足
し

て
い
る
と
指
摘
。
市
民
自

治
福
祉
ク
ラ
ブ
の
佐
野
慶

子
氏
は

「微
量
で
も
、
放

射
性
物
質
を
合
む
が
れ
き

の
移
動

は
す
べ
き

で
な

い
」
と
反
対
姿
勢
を
明
確

察
引
諾
祷
怒
酌
勅
翻
施
瑚

「被
災
地
の
人
と
相
互

的
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
交
わ
す
こ
と
は
大
事

磁
ν
加
没
眩
メ
碇
拗
欄
離

と
行
け
る
よ
う
積
極
的
に

検
討
し
て
い
き
た
い
」

え涸勅麟時旧載ッを控

熟
鋏
諮
喝絆
醐

釦修酌鮮姉孤効隊掛懃

』惚い膳鍵談
い一き鋭

陀兜宝酌哺噛期却と理
原発事故東

京
電
力
福
島
第
１
原

発
事
故
の
収
東
作
業
に
従

事
し
て
い
た
包
刷
崎
市
池

新
田
の
配
管
工
大
角
信
勝

さ
ん
＝
当
時
（６０
）
＝
が
廃

棄
物
処
理
施
設
で
の
作
業

中
に
死
亡
し
た
事
故
を
横

浜
南
労
働
基
準
監
督
署
が

労
災
認
定
し
た
こ
と
に
つ

い
て
、
大
角
さ
ん
の
妻
カ

ニ
カ
さ
ん
（
５３
）
＝
タ
イ
国

亡
く
大
角

籍
＝
が
２８
日
、
県
庁
で
会

見
し
、
心
境
を
語

っ
た
。

労
災
認
定
に
つ
い
て
カ

ニ
カ
さ
ん
は

「
（申
請
が

認
め
ら
れ
て
）
う
れ
し
い
。

タ
イ
で
父
ち
ゃ
ん

（信
勝

さ
ん
〉
の
葬
式
を
し
て
、

墓
を
造
る
」
な
ど
と
話
し
、

支
援
者
に
感
謝
し
た
。

工
事
を
発
注
し
た
東
電

や
元
請
け
の
東
芝
に
対
し

て
は

「
１
回
も
電
話
が
な

く
、
寂
し
か

っ
た
。
説
明

を
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と

不
信
感
を
の
ぞ
か
せ
た
。

代
理
人
の
大
橋
昭
夫
弁

護
士
は

「当
時
の
医
療
や

健
康
管
理
態
勢
な
ど
が
不

透
明
。
安
全
配
慮
義
務
に

違
反
し
て
い
た
疑
い
も
あ

る
」
と
し
て
、
近
く
東
電

と
東
芝
へ
の
損
害
賠
償
請

求
を
す
る
方
針
を
明
ら
か

に
し
た
。

大
角
さ
ん
は
昨
年
５
月

・４
日
、
施
設
内
で
切
断
用

機
械
を
運
ぶ
作
業
中
、
心

筋
梗
塞
で
死
亡
し
た
。
横

浜
南
労
基
署
は
今
月
２４
日

付
で
労
災
認
定
し
、
カ
ニ

カ
さ
ん
に
年
額
約
２
６
０

労
災
認
定
「う
れ
し
い
」

鰤
揃
新
め
妻
が
支
援
に
感
謝

な

っ
た
夫
の
信
勝
さ
ん
の
遺
影
を
掲
げ
て
心
境
を
語
る

力

二
カ
さ
ん
＝
２８
日
、
県
庁

静岡市 0.0375(28日正午～午後1時)

下田市 0,0477(28日午前10～ 11時)

沼津市 0.0412

磐田市 0.0478(28日午前10～ 11時)
クロシーベル

県内で観測された最大放射線量 ‥
Ｉ
＞
１

一５
套
ど
又
多

言
。

（他
市
町
へ
の
広
が

り
に
向
け
）
大
き
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
と
歓
迎
し
、
島

田
市
と
同
様
に
万
全
の
支

援
を
約
束
し
た
。

県
は
試
験
焼
却
計
画
の

策
定
に
向
け
、
３
月
１
日

に
市
町
担
当
者
を
県
庁
に

集
め
、
説
明
会
を
開
ぐ
。

万
円
の
遺
族
補
償
年
金
な

ど
を
給
付
す
る
決
定
を
し

た
。　
　
　
　
　
　
一

亡
く
な

っ
た
方
々

（２８
日
判
朋
分
）

一　
東
日
本
大
震
災
で
亡
く

一
な

っ
た
方
々
の
う
ち
、
２８

一
日
に
新
た
に
氏
名
が
判
明

一
し
た
方
は
次
の
通
り
。
（宮

一城
県
警
の
発
表
に
よ
る
中

一
居
住
地
別
、
敬
称
略
）

【宮
城
県
】

▽
東
松
島
市
　
門
馬
か
を
る

∞
一
勃
瓢
卿
曲
貴
５８
年 核廃絶主張 日本の責務 静

見
で
も

交

玄
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「労災下りてうれしいJ

県庁原発作業員の妻が会見

周新

東
京
電
力
福
島
第

一
原

発
事
故
の
収
束
作
業
中
に

岩
手
県
大
槌
、
山
田
両

町
の
震
災
が
れ
き
受
け
入

れ
問
題
で
、
静
岡
市
の
田

辺
信
宏
市
長
は
二
十
八
日

の
定
例
会
見
で
、
県
と
試

験
焼
却
の
実
施
に
向
け
た

具
体
的
な
計
画
策
定
に
入

る
と
発
表
し
た
。
浜
松
市

な
ど
県
市
長
会
の
他
の
自

治
体
と
足
並
み
を
そ
ろ
え

心
筋
梗
塞
で
死
亡
し
、
労

災
認
定
を
受
け
た
御
前
崎

市
の
作
業
員
大
角
信
勝
さ

ん

Ｈ
当
時

会
影
＝
の
妻

で
、
タ
イ
国
籍
の
カ
ニ
カ

さ
ん
ｅ
Ｏ
が
二
十
八
日
、

て
実
施
す
る
方
針
。

田
辺
市
長

は
会
見

で

「
早
期
の
復
旧

・
復
興
の

た
め
、
協
力
で
き
る
こ
と

は
協
力
し
た
い
」
と
述
べ

た
。
必
要

に
応

じ
、
市

長
自
ら
が
希
望
す
る
市
民

ら
と

一
緒

に
被
災
地
を

視
察
す
る
考
え
も
示
し

た
。

静
岡
県
庁
で
記
者
会
見
し

「労
災
が
下
り
て
う
れ
し

い
。
私
も

一
歩

一
歩
進
ん

で
い
き
た
い
」
と
語

っ
た
。

会
見
で
、
カ
ニ
カ
さ
ん

は
大
角
さ
ん
の
遺
影
を
持

市
に
よ
る
と
、
県
の
受

け
入
れ
目
標
計
六
百
ト
ン
に

対
し
、
静
岡
市
は
沼
上
清

掃
工
場
と
西
ケ
谷
清
掃
工

場
で
処
理
能
力
に
日
量
計

百
八
ト
ン
の
余
剰
分
が
あ
る

と
い
う
。
こ
の
ニ
カ
所
で

実
施
す
る
試
験
焼
却
の
結

果
を
市
民
に
公
開
し
、
意

見
を
聞
い
た
上
で
、
受
け

参
。
今
月
二
十
四
日
、
横

浜
南
労
働
基
準
監
督
署

入
れ
る
か
ど
う
か
最
終
判

断
す
る
。

島
田
市
が
十
六
～
十
七

日
に
実
施
し
た
試
験
焼
却

（溶
融
）
で
は
、
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
濃
度
は

一
第
当

た
り
六
四
拶

（速
報
値
）

と
国
の
基
準
を
大
幅
に
下

回

っ
た
。
空
間
線
量
や

ご
み
焼
却
施
設
の
性
能
は

各
市
町
で
異
な
る
こ
と
か

ら
、
静
岡
市
は
あ

ら
た

め
て
安
全
性
を
確
認
す

る
た
め
独
自

に
実
施
す

る
。

県
が
あ
す
説
明
会

市
町
担
当
者
対
象

岩
手
県
の
震
災
が
れ
き

の
試
験
焼
却
実
施

に
向

け
、
静
岡
県

は

二
十

八

日
、
県
内
市
町
の
実
務
黄

任
者
を
対
象
に
し
た
説
明

会
を
三
月

一
日
に
県
庁
で

開
く
と
発
表
し
た
。

県
市
長
会

と
町
村
会

が
、
試
験
焼
却
に
向
け
た

県
の
全
体
計
画
を
求
め
て

い
る
の
を
受
け
、
県
の
担

当
者
が
計
画
の
策
定
手
法

な
ど
を
話
す
。
環
境
省
の

担
当
者
が
が
れ
き
の
広
域

処
理
の
必
要
性
や
安
全
性

を
説
明
し
、
島
田
市
で
行

わ
れ
た
試
験
焼
却

（溶

融
）
の
報
告
も
あ
る
。

県
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル

課
の
担
当
者
は

「
ま
ず
市

町
か
ら
処
分
の
余
力
な
ど

具
体
的
希
望
を
聞
き
、
個

別
協
議
を
し
た
上
で
計
画

を
策
定
し
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。

川
勝
平
太
知
事
は
二
十

八
日
の
県
議
会
二
月
定
例

会

一
般
質
問
で
、

「各
市

町
と
焼
却
方
法
や
受
け
入

れ
可
能
量
、
実
施
時
期
な

ど
個
別
に
具
体
的
協
議
を

進
め
、
試
験
焼
却
の
計
画

を
策
定
す
る
」
と
答
弁
。

「計
画
策
定
後
に
は
、
各

市
町
と
試
験
焼
却
に
向
け

た
準
備
を
進
め
、
実
施
し

た
結
果
を
す
べ
て
示
す
こ

と
で
地
元
の
不
安
を
払
拭

す
る
」
と
述
べ
た
。

が
亡
く
な

っ
た
後
、　
一
度

も
連
絡
は
な
い
し
、
線
香

も
あ
げ
て
く
れ
な
く
て
さ

み
し
い
」
と
批
判
し
た
。

代
理
人
の
大
橋
昭
夫
弁

護
士
に
よ
る
と
、
両
社
と

今
後
、
慰
謝
料
交
渉
を
進

め
て
い
く
と
い
う
。

茨
城
で
震
度
４

二
十
八
日
午
後
二
時
二

十
分
ご
ろ
、
水
戸
な
ど
茨

城
県
で
震
度
４
の
地
震
が

あ

っ
た
。
気
象
庁
に
よ
る

と
、
震
源
地
は
茨
城
県
沖

で
、
震
源
の
深
さ
は
約
二

〇

ロ
キ
。
地
震
の
規
模
は
マ

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一̈
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静
岡
市
が
れ
き
試
験
焼
却
ヘ

田
辺
市
長
「復
興
に
協
力
」 こ会見する力二

力さん =28日 、静岡県庁で

自
治
会
役
員
を
か
た

っ
て
、

会
費
を
だ
ま
し
取
る
事
件
が
浜

松
市
中
区
内
で
今
月
に
入
り
三

件
発
生
し
た
。
い
ず
れ
も
会
に

な
じ
み
が
薄
い
ア
パ
ー
ト
住
人

が
被
害
に
遭

っ
た
。
浜
松
中
央

署
は
、
学
生
ら
春
の
新
生
活
ス

タ
ー
ト
に
合
わ
せ
て
被
害
が
増

え
る
可
能
性
も
あ
る
と
み
て
注

意
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

浜
松
で
今
月
３
件

二
十
七
日
、
同
区
下
池
川

町
の
主
婦
全
も
の
ア
パ
ー
ト

を
訪
ね
て
き
た
男
が
自
治
会

関
係
者
を
名
乗
り
、

「水
道

工
事
を
し
ま
す
。
自
治
会
に

入
れ
ば
回
覧
板
で
知
ら
せ
ま

す
が
、
加
入
し
ま
す
か
」
と

持
ち
か
け
た
。
男
は
年
会
費

四
千
二
百
円
を
請
求
。
主
婦

が

一
万
円
札
を
渡
す
と
、
男

は
釣
り
銭
を
取
り
に
行
く
と

告
げ
て
出
た
ま
ま
戻
ら
な
か

っ
た
。

２７
日
、
主
婦
か
ら
１
万
円
を
だ

ま
し
取

っ
た
と
さ
れ
る
男
の
似

顔
絵
＝
浜
松
中
央
署
提
供

二
日
に
は
大
学
生
全
し
が

一
万

一
千
円
、
二
十
二
日
に

は
主
婦
全
影
が
五
千
円
を
同

様
の
手
口
で
だ
ま
し
取
ら
れ

た
。
男
の
特
徴
は
三
件
と
も

五
十
～
七
十
歳
、
身
長

一
六

〇
～

一
六
五
寿
の
中
肉
と
似

て
お
り
、
同

一
犯
の
可
能
性

が
高
い
と
み
ら
れ
る
。

同
署
に
よ
る
と
、
自
治
会

。
町
内
会
費
名
目
の
詐
欺
事

件
は
、
二
〇
〇
九
、

一
一
年

に
も
三
十
七
月
に
計
五
件
あ

っ
た
。
釣
り
銭
や
領
収
書
が

渡
さ
れ
な
か

っ
た
り
し
て
詐

欺

に
気
づ
く
ケ
ー
ス
が
多

い
。同

署
は

「ま
ず
は
来
た
人

の
名
前
を
聞
い
て
、
不
審
な

点
が
あ
れ
ば
警
察
に
相
談

を
」
と
呼
び
掛
け
る
と
と
も

に
、
入
居
前
に
注
意
を
促
す

よ
う
不
動
産
業
者
に
も
協
力

を
求
め
て
い
る
。

新生活の時期被害増も

一時（蝉靱琳すい
「認難醜哉一一蹴味摩つと潮路れ歌廿一糾蝶翔廟嬬叩眸蹴
「で劫

●
私

花

ャ子

れ

夏

卜覗

・Ｉ

Ｉ

オ
ー

電
子
マ
ネ
！
「Ｅ
ｄ
ｙ
」
七
使
え
ま
す
。

世
ｗ
コ
”
ヨ
ヨ
名
駅
西
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施
へ
準
備

い、
す

で
に
鈴
木

が
れ
き
の
試
験

焼
却
施
設
の
市

一と
市
西
部
清
掃

一分
場
の
平
和
最

一の
自
治
会
長
ら

．の
決
定
内
容
な

お
り
、
現
時
点

一対
意
見
な
ど
は

，い
う
。

一理
施
設
管
理
課

九
防
波
壁

珍
を
公
開

情
市
長
ら
視
察

工津
波
対
策
と
し

渇
舛
巌
刺
螂
側

永
堅
一標
）
を

椋
茂
雄
市
長
と
察
し

静岡 13S

…

33

っ
て
設

魏と「騨Ⅵ隣離”蟻閑獅巌一腱翻巧てぃきたぃ」として

福 島 原 発
収
東
作
業
中
に
死
亡
し
、
労
災

認
定
さ
れ
た
御
前
崎
市
池
新

田
、
配
管
工
大
角
信
勝
さ
ん
（当

時
６０
歳
）
の
妻
で
タ
イ
国
籍
の

カ

ニ
カ
さ
ん
（
５３
）
が
２８
日
、
県

庁
で
記
者
会
見
し
、

「も
う
ぉ

父
さ
ん
の
よ
う
な
人
を
三
度
と

置
さ
れ
る
。
本
体
工
事
は
昨
年

１１
月
に
始
ま
り
、
岩
盤
に
居
く

地
下
約
１０
～
３０
房
ま
で
掘
削
す

る
基
礎
工
事
は
現
在
約
３
割
が

完
了
。
４
月
中
旬
に
は
地
上
部

の
壁
据
え
付
け
工
事
に
取
り
か

か
り
ヽ
‐２
月
末
に
完
成
す
る
予

担
当
者
か
ら
説
明
を
聞
き
な
が

ら
、
仮
組
み
さ
れ
た
１
プ
ロ
ッ

ク
縦
、
横
１２
財
、
幅
２
房
の
壁

を
見
た
後
、

「
技
術
を
結
集
し

て
世
界
で

一
番
の
も
の
を
造

っ

て
い
る
と
感
じ
た
。
市
民
の
安

心
安
全

に

つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
」
と
話
し
た
。

作業中死亡
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
の

出
さ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
訴
え

石
原
市
長
は
、
中
部
電
力
の

妻
「労
災
認
定
う
れ
し
い
」

東
電
、東
芝
に
慰
謝
料
請
求
へ

た
。

の
遺
影
に

「お
父
さ
ん
や

っ
た

よ
。
勝

っ
た
よ
」
と
労
災
認
定

を
報
告
し
た
と
い
う
。

「
（
労

災
認
定
さ
れ
）
と
て
も
う
れ
し

い
。
お
父
さ
ん
を
お
墓
に
入
れ

て
、
大
事
に
し
た
い
」
な
ど
と

語

っ
た
が
、
東
電
や
元
請
け
の

東
芝
に
対
し
て
は
「
電
話

一
本
、

線
香

一
本
あ
げ
に
来
な
い
」
と

怒
り
を
示
し
た
。

会
見
に
同
席
し
た
代
理
人
の

大
橋
昭
夫
弁
護
士
は
、
来
週
に

も
東
電
と
東
芝
に
対
し
、
慰
謝

料
を
請
求
す
る
方
針
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

信
勝
さ
ん
は
昨
年
５
月
１３
日

か
ら
福
島
第

一
原
発
の
収
束
作

業
に
従
事
し
、
翌
１４
日
の
作
業

中
に
体
調
不
良
を
訴
え
、
同
日

死
亡
し
た
。
横
浜
南
労
働
基
準

監
督
署
は
２
月
２４
日
、

「
防
護

服
、
防
護
マ
ス
ク
を
装
備
し
、

深
夜
か
ら
早
朝
に
わ
た
る
過
酷

労
働
が
心
筋
梗
塞
を
発
症
さ
せ

た
」
と
し
て
労
災
認
定
し
た
。

カ

ニ
カ
さ
ん
は
、
信
勝
さ
ん

原石

，

る

で

す

区

察

水

視

清

を

市

壁

岡

波

静

防

ヽ

た

日

れ

２８

さ

く

み

ら

組

長

海
野
被
告
剛
万
円

横
領

で
迫
起
訴

静
岡
市
社
協
事
件

社
会
福
祉
法
人

「
静
岡
市
社

会
福
祉
協
議
会
」
を
巡
る
業
務

上
横
領
事
件
で
、
静
岡
地
検
は

２８
日
、
元
市
社
協
会
計
監
理
室

た
の
は
入
所
者
４０
人

（
６２
～
９４

歳
）
と
職
員
１１
人
（
２６
～
７０
歳
）
。

死
亡
し
た
２
人
は
予
防
接
種
を

受
け
て
い
た
が
、
２３
日
に
発
症

し
、
２５
日
と
２７
日
に
死
亡
し
た
。

そ
の
他
の
患
者
に
重
症
者
は
い

な
い
と
い
う
。

同
施
設
は
２２
日
か
ら
、
家
族

面
会
を
取
り
や
め
て
い
る
。
感

染
経
路
は
不
明
と
い
う
。

三
島
の
特
養
ホ
ー
ム

イ
ン
フ
ル
で
２
人
死
亡

人
雄
鵬
姉

「
御
脚
寿その
園の特
判
韓
準
彩

所
者
と
職
員
計
引
人
が
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
集
団
感
染
し
、
う

ち
女
性
入
所
者
２
人

（
７６
歳
と

８３
歳
）
が
死
亡
し
た
こ
と
が
２８

日
、
わ
か

っ
た
。
運
営
す
る
社

会
福
祉
法
人

「
大
乗
会
」

（
遠

藤
正
次
理
事
長
）
が
明
ら
か
に

し
た
。

御
寿
園
に
よ
る
と
、
感
染
し

太
陽
光
発
電
設
置
巡
り

１１
人
が
販
売
業
者
提
訴

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設

置
代
金
を
だ
ま
し
取
ら
れ
た
と

し
て
、
県
東
部
の
男
女
１１
人
が

２８
日
、
御
殿
場
市
の
訪
問
販
売

業
者
「ソ
ル
・テ
ッ
ク
」と
経
営

者
ら
に
約
２
１
０
０
万
円
の
損

害
賠
償
を
求
め
る
訴
訟
を
静
岡

地
裁
沼
津
支
部
に
起
こ
し
た
。

訴
状
に
よ
る
と
、
同
社
の
従

業
員
が
２
０
１
０
年
７
月
～
１１

年
１０
月
、
原
告
ら
の
自
宅
を
訪

間
、

「
売
電
で
利
益
が
出
る
」

な
ど
と
持
ち
か
け

て
契
約
さ

せ
、
約
１
６
０
万
～
２
９
０
万

円
を
振
り
込
ま
せ
た
が
、
そ
の

後
、

「
東
日
本
人
震
災
の
影
響

で
部
品
が
手
に
入
ら
な
い
」
な

ど
と
言

っ
て
着
工
し
な
か

っ
た

静岡で中澤先生の授業を受講できるのはMSAだけゴ

け、互いに切磋琢磨し合うことができます。      .Padは有料レン歩ルも可能です)

りにしてしまうようなチープな英語を教えるつ

くりと学んでいきます。ネイテイブ講師が担当 `

憲など、英語重視校に毎年合格者を多数輩出。

率合格校も続出しています。

(静高・雙葉・英和から徒歩2～ 3分 :〉

MSA静岡校 :〒 420‐0866静岡市葵区西草深町33‐23

MSA東京校 :【新プレミアキヤンパスオープン!】

〒162-0844東京都新宿区市谷八幡町21-3F

まずはお気軽にお問し`合わせください。受付/10:30～ 18:00

Tel:054-207‐ 9081/Mailimsa@msaeigoecom
ホームページでは24時間いつでも資料請求ができま魂

⇒WWWomSaelg oocom (「資料請求/参加申込」からどうぞ1)

自目言冨弓を三ξ醤三「罰
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こちらのQRコ ードから
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◆
実
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国
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間
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村
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間
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村
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く
り
の
歴
史

家
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茶
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る
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